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　転校生という言葉にはいつも夢がある。

　そんなわけで『聖バロウズ学園』２Ａ組に転校生がやってくると聞いた一同は、早速盛り上がり始めていた。

「どんな人かなー？」

「カッコイイ人だといいな！」

「え……うち女子校だよ？」

「だからだよ！」

「あ……そっちの人？」

　ざわめく教室。そこに入ってきたのは担任の園その川かわさよりだった。

「ほらー、静かにしろー」

　美少年である。色が白くて線が細く、髪かみの毛も首がわずかに揺ゆれるたびに、さらさらとそよぐ。中性的な雰ふん囲い気きで、スーツを着ていなければこの学校の生徒と間ま違ちがえられてもおかしくない。

「さよりちゃーん、転校生だって？」

　生徒たちに声をかけられ、さよりはうなずく。

「そうだ。その前に出席をとるぞー」

「さよりちゃんから見て、その娘こかわいい？」

　生徒たちは口々にはやし立てる。

「こら、静かに」

　さよりは手を叩たたいたが、生徒たちの含ふくみ笑わらいは消えない。

　それも仕方のないことだった。先生とはいうが、さよりは若い。

　いや、若すぎる。

　年ねん齢れいはまだ十代。

　海外のタンジールという都市の大学を飛び級で出て、この女子校『聖バロウズ学園』の教師になったのだ。

　要するに彼は天才なのである。

　先読みの天才。

　目の前に存在するあらゆる事象を瞬しゆん時じに頭脳にインプットし、そこから演えん繹えき的にこれから起こることを計算するという高性能コンピュータにも不可能なことをあっさりとやってのけるのである。

　なんでもかんでも天才で済ますのはどうかという意見もあるだろうが、天才なのだから仕方がない。なにしろこの学園には天才がぞろぞろと揃そろっている。その中心になっているのが、この学園の水泳部。

「今日は転校生を紹しよう介かいするぞ」

　そう言ったさよりに、いきなり大声で、「転校生ってことは、今回はこいつが話の起点になるわけだな、カカカカカカ！」と返した生徒こそが、その水泳部の部長、有あり藤とうかじかだった。悪あく魔ま超ちよう人じんのごとき笑い声で読者が小説世界に没ぼつ入にゆうできなくなるような台詞せりふを吐はくという凶きよう悪あくな美少女で、もちろん天才の一人である。

「そんな昭和のアニメみたいなことを言うんじゃない」

　さよりは何か隠かくし事をしている子供のような困った顔で応じた。

「そりゃ展開に困ると転校生ってのは定番だよな！　それで事件が解決すると、翌週からは出てこないのが続き物のアニメのお約束だ！　カカカ！」

　豪ごう快かいに笑うかじかだったが、そこで教室の扉とびらが開いて、さよりの表情の意味を知ることになった。

　入ってきたのは、一巻で登場したさよりの幼なじみ、佐さ々さ岡おかひばりだったのである。

「お、お前は沖おき縄なわの！」

「はじめまして。佐々岡ひばりです」

　チャームポイントの太い眉まゆ毛げを穏おだやかにカーブさせてにっこりと笑うひばりである。ちょっと、というか、かなり嫌いや味みっぽい。

　それもそのはずで、沖縄の修学旅行ではかじかとひばりは激しく恋こいのさや当てを演じている。対象はもちろんさより。

「な、仲良くしてあげてくれ」

　ははは、とばつの悪い笑顔でさよりは頭を掻かくしかなかった。色いろ恋こい沙ざ汰ただけは、さしものさよりも苦手なのである。

「仲良くなどできるかぁ！」

　かじかは叫さけんだ。

「あなただけは仲良くしてくれなくても、問題ないわ」

　ひばりは冷れい淡たんに言った。

　二人の間で視線が交こう錯さくし火花が散る。

「こ、こら。授業を始めるぞ」

　さよりはおずおずと言った。

「じゃ、佐々岡君の席は……有藤君の隣となりが空いているな……」

　なんたる偶ぐう然ぜんか、かじかの隣の席が空いていた。

「こらぁ！　普ふ通つう、教室で空いてる席なんかないだろ！　常識的に考えて！」

　かじかは抗こう議ぎする。それはもっともなのだが、席が空いていたのだから仕方がない。

「よ・ろ・し・く・ね、有藤さん」

　ひばりは極めて含みのある言い方でかじかの隣に座る。

「ぶるぁあ！　ぶるぁあ！」

　なぜか若本規夫の物まねのような声でひばりを威い嚇かくするかじかである。いつもなら無む駄だに自信に満ちているかじかであるが、ひばり相手だけは分が悪い。それというのも、ひばりとさよりの間に何があるのかは、かじかには見えていないわけだからだ。

　教室には険悪な空気が流れるが、それでも授業は開始された。

　とりあえずはかじかもひばりも黙だまって座っている。授業の間くらいはなんとかなるか、とクラスメイトたちも安心していたのだが、その考えはすぐに裏切られる。

「じゃあ、佐々岡君は隣に教科書を見せてもらって……」

　言ってからさよりも、まずい、と思ったがもう遅おそい。本当に色恋沙汰にだけは鈍にぶいさよりである。

「先生がああ言ってるので……」

　ひばりは机をかじかのすぐ隣に寄せると、かじかの机に手を伸のばして教科書を引きずり寄せた。

「こら……誰が教科書を触さわっていいと言った？」

「あら？　先生のおっしゃることに逆らうの？」

「そういう問題じゃねぇ。見せてくださいませんか、かじか様、とこう床ゆかに頭をこすりつけて頼たのむのが礼れい儀ぎじゃないかってこういうことだよ」

「どこの暴力団ですか、あなた」

「円えん滑かつな人間関係のためにあんたの土下座が必要だってんだ、こら」

「マジで暴力団の因いん縁ねんの付け方じゃないの！」

　ひばりは怒ど鳴なる。

　かじかももちろん負けていない。

「てめぇ、人をアウトサイダー呼ばわりして一人だけ安全なインサイドに居ようってことか！　フリーライダーを許さないってのが昨今のグローバリズムにおける最大の課題だってわかってやってんのかこら！」

「難しい言葉使えば暴力団っぽさが薄うすれると思ってるその手法は気に入らないわ！　だいたいファッキンジャップくらいわかるわよ、バカ野や郎ろう！」

「こらー、学級崩ほう壊かい起こすとさすがに僕も怒おこるぞ」

　まことに情けない言い方だが、さよりの言葉でもあり、かじかとひばりは口をつぐんだ。

　しかし、それで収まる二人ではない。

　ひばりがノートをとるふりをして、シャープペンシルの芯しんを少しのばし気味にして、角度をつけて紙面に押おしつけた。ぺき、と折れた芯がかじかの顔に見事に命中する。

「っ痛！」

　かじかはちくりとした感かん触しよくに声をあげ、ひばりをにらんだ。

　ひばりはしらんぷりだ。

「……くぅ」

　かじかはうめくと、いきなりぎらりと輝かがやくナイフを持ち出した。刃は渡わたりは十センチほど。さすがのひばりもこれにはぎょっとする。

　……が、かじかはそのナイフで鉛えん筆ぴつを削けずり始めた。

　そして、芯を長めに鉛筆を削り終えると、ナイフをしまって、鉛筆をノートに押しつける。ぱきん、と折れた芯が見事にひばりの額をとらえる。

「……以外と律りち儀ぎにやり返すのね」

「フェアが生き様なんでね」

　小声で言い合う二人である。

　今度はひばりがやり返す番だった。素早い動きでシャープペンシルの芯を出しては折り、出しては折りして連射していく。

　ぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷち。

「いていていていていていていていていていていていていていていていていていていて」

　見事にすべての芯を喰くらい、かじかはマシンガンを喰らったアーマードトルーパーのように崩くずれ落ちていく。

「ぬ、ぬ、ぬぅ……」

　ずり落ちた椅い子すから立ち上がったかじかは、目をぎらりと輝かせると、鉛筆とナイフを取り出し、しゅかしゅかしゅか、と素早く削り始めた。

　芯は鉛筆の長さの半分ほどまで露ろ出しゆつして、ひどくバランスが悪く見える。

「カカカ……できた……」

　かじかは、銘めい刀とうを愛でる人ひと斬きりのごとく、長く伸びた芯を舌で舐なめる。

「こいつはただの鉛筆じゃない……特とく殊しゆ強化鋼と液体鉛なまりを５６・２対４３・７の割合で調合し、それに特製ハナクソを加え、よくかき混ぜてから、最後に約２０３度の火にあぶりゆっくり引き伸ばした芯なのだ……」

「それって四よつ菱びしハイユニでしょ！　だいたい、ハナクソってあなた……」

　すかさず突っ込むひばりだが、その言葉は最後まで告げられることはなかった。かじかが四菱ハイユニをしならせ、それをノートに叩たたきつけたからだ。

　びきぃ！

　教室中に響ひびき渡わたるすさまじい音を立てて芯が飛んだ。

「ふはっ！」

　まさに強化金属の硬こう度どを持った芯が、バズーカ砲ほうのごとき威い力りよくでひばりの額をとらえた。椅子ごと後ろに転げ落ちるひばりである。

「お、おい……！　だから教室で暴力は……」

　さすがにこの物音で異常に気づくさよりだが、かじかたちは鬼き気き迫せまる残ざん虐ぎやくな笑みを浮うかべながら、二人揃そろってさよりに向かってこう言い放った。

「すいません。ちょっと折れた芯が互たがいの顔に当たっただけです……」

「さ……騒さわいじゃダメだぞ」

　さよりはそれだけ言って板書に戻もどった。

　かじかはさよりの視線がそれたのを確認すると、筆入れから古風な万年筆を取り出した。

「カカカ……今度はこいつで……」

「そ、そうくるなら、こっちも本気を出すわ……！」

　ひばりは眼鏡の位置を直した。その瞬しゆん間かん、ひばりの額の前にＣＧでできた紫むらさき色いろの植物の種が浮かぶ。それがはじけると、ひばりの瞳ひとみがなぜか赤色に。

「な、なんだ、それは……！」

「忘れたの？　私は後天的天才……すなわち、世間で言うところの秀しゆう才さい！　あれから努力を積んで、さよりちゃんと同じ才能をわずかながら身につけたのよ！」

「すると、その種割れは、才能発動の証あかしか！」

「限定的ながら、あたしは先読みの力を手に入れたわ！　あなた、その万年筆からインクをぴゅーと出すつもりなら、やめた方がいいわよ！」

　自信満々で宣告するひばりである。

「何だと！　だが、挑ちよう戦せんされると意地でもやってやるって性分なんでね！」

　このあたりかじかは思い切りがいい。ためらわず万年筆のキャップとインクケースのスクリューをはずすと、インク溜ためのプラスチックを思い切り握にぎりしめた。

　と、同時に、ひばりは素早くシャープペンシルの芯を折っていた。この芯はかじかの額を目指さず、真正面に向かって飛んでいく。

　一方、万年筆から飛び出したインクは、一直線にひばりの顔面を目指していた。

　藍あい色いろの飛沫しぶきがひばり目がけて飛んでいく様を見ながら、かじかは心中で勝利を確信する。

「やったか……!?」

　だが、「やったか!?」と考えてしまった方が負けるのは世の常である。ひばりの放った芯しんは、前に座るクラスメイトの首筋目がけて飛んでいたのだ。チクリとした感かん触しよくに、思わず立ち上がるクラスメイト。

「いたっ！」

　彼女の揺ゆらした椅子が、ひばりの机に当たる。ひばりの机はかじかの机にくっついており、その脚あしの部分がかじかの机の脚とからまりあっていた。バランスを崩したひばりの机は、必然的に大きく揺らぐことに。

「うわっ！」

　さすがのかじかも声をあげた。

　跳はね上がった机はひばりの顔をインクの飛沫から守り、さらにその机が自分に向かって倒たおれてきたのだから。

「ぎゃぁああああ！」

　かじかは派手な音とともに床ゆかに転がった。その顔がインクまみれになる。

「ギギギ……許せんのぅ……許せんのぅ……」

　さよりから受ける以外の屈くつ辱じよくには慣れていないかじかである。床に倒れながらもすさまじい歯ぎしりを見せる。
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　が、そこにさよりの声が飛んだ。

「次に騒いだら、追い出すぞ！」

　かじかは仕方なく声を立てずに席に座った。

「明日のために今日の屈辱に耐たえる……それが女だ」

　ぶつぶつとかじかはつぶやく。

「くくく……」

　一方、勝者の余よ裕ゆうで意地悪く笑うひばりである。

　が、やがてそのひばりの笑顔は凍こおり付いた。

　かじかが携けい帯たい電話を机の陰かげでいじっているのが目に入ったからだ。

　まだひばりの先読み能力は働いている。その感覚が、かじかの行動が何であるかを正確に予期していた。

「人工衛星から……！」

　ひばりは思わずそう口にしていた。

　人工衛星。

　宇宙空間で地球の周囲を回っているあれである。

　かじかはカリスマの天才。彼女はその気になれば圧あつ倒とう的てきなカリスマ力を発揮し、誰であれ言うことを聞かせてしまうという恐おそろしい能力の持ち主である。かじかは米軍に顔を利かせており、スターウォーズ計画の一いつ環かんである攻こう撃げき衛星のパスワードを持っているというわけだった。携帯メール一本でＧＰＳによって場所を把は握あくした衛星は該がい当とう位置にレーザーを撃うち込んでくる。

「ひ、ひぃいいい！　逃にげてぇえええ！」

　ひばりは立ち上がった。

　その次の瞬間だった。

　よく晴れた東の空で、きらり、と小さな光が輝かがやいた。

　その光が『聖バロウズ学園』の窓から一直線に差し込んできて、さっきまでひばりの座っていた椅い子すにぶち当たる。

　ずばぁああああ！

　オレンジの光の球がふくれあがり、椅子がその中に取り残された。金属部分が熱でゆがみ、木製部分が一気に黒こげになるが、そのどちらもやがて蒸発して消し飛んだ。

「きゃぁあああああああああ！」

　ひばりはその場にへたりこむ。椅子が蒸発した熱をもろに受け、制服は黒く焦こげていた。

「安心しろ、出力は弱めておいた」

　いち早くレーザーの影えい響きよう圏けん外がいに逃のがれていたかじかは勝ち誇ほこって言った。

「出力弱めたって死ぬわよ！」

　ひばりは、素早く正気に戻もどるや、がば、と立ち上がる。

「カカカカ、よけられる攻撃をしたに過ぎないという意味だ。出力上げたらよけても死んでるからな！」

「な、なんて非常識な！」

「カカカ、黙だまれ、もう一発喰くらわせるぞ！」

　携帯電話を振ふってみせるかじか。

「他人の力でそんなことをやっても……！　自分の力で戦いなさい！」

「カリスマは私の力だ！」

「理り屈くつを言うのはやめなさい！　本当の自分の力というのは……！」

　そう言いざま、ひばりは右ストレートをかじかに放つ。

「ぐばっ！」

　頬ほおにクリーンヒット。

　かじかは首をねじ曲げられたが、それでも倒たおれずに踏ふみとどまった。

「カカカ……やるじゃないか。それが自分の力というなら……！」

　かじかも右を返す。こちらも頬にクリーンヒット。

「ぐ……。やるじゃないさ……。ぺっ」

　血を吐はき出して不敵に笑うひばり。再び右ストレートを打ち込んでいく。

　と、かじかはこれを上体を反らしてかわした。

　再度ひばりが放った左も腰こしから上を柔やわらかく使って避さける。左左右、と打ち込んだコンビネーションも、足を動かさず上体の動きだけでかわしたかじかである。

「こ、これはこんにゃく戦法！」

　ひばりは驚きよう愕がくの声をあげる。思わず手を止めて両手をだらりと下げてしまう。

　にぃ、と笑みを見せたかじか。

「今度はこちらの番だ！」

　かじかの右ストレートがすさまじい勢いでひばりの顔面を襲おそう。

　が、今度はひばりが笑みを見せる番だった。

　素早く持ち上がった左ひだり腕うでが、かじかの右腕を外側から巻き込むように伸のびる。

「！」

　勢いのついた上体によって高速で前進するかじかの顔面が、磁石でもついているかのようにひばりの左ひだり拳こぶしに吸い込まれる。

「ク、クロスカウンター……！」

　かじかはつぶやいていた。

　かじかの右。ひばりの左。どちらもヒットしているが、よりダメージの深いのはかじかの方だ。

　よろめくかじか。それでもすんでのところで踏みとどまると、今度は大きくフックを打ち込んでいった。

　喰らったひばりがよろめくと、すかさず左のフック。倒れることを許さない左右の連打。まさに絵に描かいたような残ざん虐ぎやく攻こう撃げきである。

「チョムチョム……！」

　それを見ていたクラスメイトの一人が声をあげる。

　それから先は死し闘とうであった。

　拳をスライドさせての肘ひじ。

　コークスクリュー。

　ガゼルパンチ。

　飛ひ燕えん。

「燕つばめは二羽おるよ……」

　どこから出現したかつぶやく老トレーナー。

　だが、最後には決着はあっさりとついた。

「これで……決める……！」

　渾こん身しんの右ストレートを打ち込むのはかじか。

　一方、それにひばりは左をあわせた。

　先ほどと同じくクロスカウンター。

　ビデオで再生したかのごとく、同じ光景が出現する……はずだったが、ひばりの左拳が顔面に炸さく裂れつすると見えた刹せつ那な、かじかは右肘を外に付き出し、ひばりの左腕をはじき飛ばしていた。

　がら空きになるひばりの顔面。

　そこに地をはうように滑すべってきたかじかの左拳が急角度で跳はね上がる。

　切れる刀のごとき鋭するどさのアッパーカットだった。

「ト……トリプルクロスカウンター……」

　崩くずれるひばり。

　だが、最後の一いち撃げきで力ちから尽つきたか、かじかも一いつ瞬しゆん遅おそく地に倒れた。

　やがて訪れる静せい寂じやく。

　動いたのはどちらが先だったか。もぞりと身体を起こした二人は、再びするどい目つきでにらみ合った。

　しかし、どちらからともなく笑い始める。

「は、はははは……あはは……」

「カ、カカカカ……クカカ……」

　戦いあった者同士だけがわかる友情。その熱さが確かにそこにはあった。

「や、やるじゃねぇか」

「あなたもね」

　青春であった。

　笑いあい、抱だきあう二人の背後には大きな夕日が……。

「って、有藤君……佐々岡君……」

　割り込んできたのはさよりの声である。

　さすがにまだ日は暮れていない。

「あ、さよりちゃん」

「さよりちゃん、じゃなくてな……とりあえず仲良くなったところで廊ろう下かに立ってろ」

　さよりはさすがに声を震ふるわせていた。

「はーい」

　素直に従うかじかとひばりである。

　が、二人が廊下を出て行ったことに安心したさよりが教きよう壇だんに戻もどったところで、突とつ然ぜん、廊下から大きな声がした。

「あー！　あたしったらドジ！　すっかり忘れてた、転校してきた理由を！」

　ひばりが教室の扉とびらを開けた。

　そして、こう言い放った。

「あたしの名はひばり、地球は狙ねらわれている！」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　あまりのことに長々と沈ちん黙もくしてしまうさよりである。

「……な、何だって？」

「あ、だから……地球……じゃなくて、天才が狙われているのよ！」

　ひばりは言った。

「……いきなりなんだい、それは」

「天才狩がりが始まっているのよ！」

「天才狩り!?」

　いきなりのことにいぶかしむさよりに、ひばりは説明をはじめた。

「あたしもかつては天才を憎にくむ陣じん営えいにいたから察知できたんだけど……どうやら『凡ぼん人じん会』なる組織が活動を開始したらしいの！」

「名前からすると、凡人を自認する人たちの組織ってこと？」

「そうらしいわ。そうらしい……というのは、あたしも詳しよう細さいを知らないからなんだけど、天才が必要ないという思想のけっこう過激な団体だとしか……」

　ひばりがそう言った時、不意に表で音がした。スピーカーから聞こえてくるハウリング音だった。それにまじってざらついた声が響ひびく。

《ご町内の皆みな様さま、凡人会、凡人会でございます。この間ま違ちがった世の中を一いつ般ぱん庶しよ民みんの目から正していく凡人会。凡人会の活動にご支し援えんをお願いいたします。お騒さわがせしております。凡人会、凡人会でございます》

「なんだって！」

　あまりのタイミングの良さに、教室にいた者たちは一いつ斉せいに窓の外を見る。

　校庭の向こうの道路をトロトロとライトバンが走っている。屋根にはスピーカー、側面には『凡人会』の文字。

「街宣車……」

　そんな活動をすでに開始していたことに驚おどろくさよりである。

　が……。

「狙われている……といっても、今はこちらからは何もすることがないんだけど……」

「いや、それはそうですけど……」

「とりあえず授業に戻ろう」

　まことに歯切れの悪い展開と相成ったのであった。
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　都内某ぼう所しよの雑居ビルに『凡人会』事務所はあった。部屋がひとつに流しとトイレがあるだけの小さなものだ。中は事務机がみっつだけで、その上に書類が積まれており雑然とした印象がある。

「やっと、この時が来たわけね」

　その事務所の中央に立ち、感かん慨がい深ぶかげに腕うで組ぐみをしている少女の姿があった。

　彼女こそは、玄げん岡おかあざみ。『聖バロウズ学園』の生徒会長である。かじかに逆らった、というか逆さか恨うらみで喧けん嘩かを売ったのが運の尽つきで、悲ひ惨さんな目にあった少女である。

　特とく徴ちようは、光るおでこ。が、それは外見の特徴の話であり、内面の方にこそ彼女の際だった特徴がある。

　人間が小さいのである。

　ねたみ、そねみ、ひがみの天才であると言って良い。まことに困った人間性の持ち主なのだ。

「授業が終わるやこの団体に精力を傾かたむけてきた苦労が報われるというものよ」

　くくく、と悪人顔で笑うあざみである。

　事務所にはあざみ以外に四人の少女たちがいる。名もなき生徒会の面々が三人。これは生徒会を私物化するあざみの手によって『凡人会』立ち上げに巻き込まれたものだ。そして、あと一人こそが、あざみの思想に共鳴して入ってきた南みなみ牟む礼れすみれである。

　すみれは、肩かたまでの髪かみに特徴のない目鼻、と絵に描かいたような凡人だった。特徴を書き記そうにも凡人そのものの顔なので、どうにも描びよう写しやできない。

「会長、おめでとうございます。活動開始、本当に嬉うれしいっていうか、全然嬉しいっす」

　すみれは言った。日本語が間違っているというか、本当に日本語が間違っているのだが、それはそれで全然凡ぼん庸ような言こと葉ば遣づかいである。

　しかし、この凡庸な彼女こそが会の活動の中心となる兵器を作り出したのだった。

　それは『凡人化光線』。その光線を浴びた者は凡人になってしまうという恐おそろしい兵器である。

　事務所の隅すみに置いてある、掃そう除じ機きとアルミホイルを巻いたチューブを組み合わせたようにしか見えない機械こそがそれだ。

「いやいや、あなたのおかげだから」

　嬉しそうにうなずくあざみである。

「でも、会長のおかげと言ってもいいわけじゃないっすか」

　すみれはどうにもこうにも困った応答をするが、やっぱり全然凡庸な言葉遣いである。

「いやいやいや」

　あざみはにやにやとする。

『凡ぼん人じん会』は、政治結社である。もちろん女子高生だけが作れるはずもないので、あざみがその人間の小ささを利用（脅きよう迫はく）して集めた大人たち――あざみは水商売方面に恐ろしい才能を発揮するのだ！――が表向き構成員であるし、街宣車などではこき使われているのだが、思想的中心はあざみである。

「あなたの作った機械で天才を根絶やしにしてやるわ！」

　あざみは意気込む。意気込み過ぎて、つい演説口調になってしまう。

「これまでの歴史は、すべて才能闘とう争そうの歴史でした！　共産主義者は歴史を階級闘争と定義しましたが、それこそは誤認でした。階級対立という概がい念ねんにおいてブルジョワジーとプロレタリアートに人間は単純化されましたが、日本においてそれが導入された結果、ブルジョワジーたる資本家は、常に破産の危機と隣となり合わせの緊きん張ちようを強しいられ、プロレタリアートたる労働者は、その熟練技能を高く売りつけることに成功しました。この国においては、ブルジョワジーとプロレタリアートのくくりは既き得とく権けんを意味しません。我が国に唯ゆい一いつの既得権となったものこそが、才能であります！　ある意味では、この国において、共産主義革命は成就したと言っていいでしょう。しかし、その後に出現したものこそ、もっとも醜しゆう悪あくな対立でした。才能格かく差さ！　才能のある者はすべてを手に入れ、才能のない者はホームレスとなって地を這はう。自己責任という言葉は才能のない者にとっての地じ獄ごくを意味する！　今、我々はここに凡人会を立ち上げる。才能によらぬ社会を！　それこそが真の平等たる社会であると信じて！　さぁ、そのために、皆みなも歌うのです！　我らの歌を！」

　ついには歌い出すあざみである。




立て凡人たちよ

夜明けはすぐそこだ

天才たちの支配を脱だつする日だ

腕を組み高らかに歌おう

正義は凡庸なもの

非ひ凡ぼんさは悪

ああオーディナリー

それこそ我ら

（作詞：玄岡あざみ　作曲：玄岡あざみ）




「ご静せい聴ちようありがとうございました」

　頭を下げるあざみである。

　しかし、気分良く周囲を見回してみると、事務所の誰もがあざみを無視していた。

　全員が事務所の小さなテレビで、録画した『エンタの神様』を見ていたのだ。

「小梅太夫にも少し飽きてきたよねー」

「そーだねー。出てきた時はちょーうけたけどね」

「あ、桜さくら塚づかやっくんだ！　静かに、静かに！」

「やっくん面白いよねー。綺き麗れいだし」

「黙だまってれば女だよねー」

「でも、やっくんとつきあうとしたらどうよ」

「きもいー」

「えー？　あたしはきもくないなー」

「ってゆーか、女装だよ？　どーよ」

「女装はありえないよねぇ。テレビだからっしょ」

「えー、女装……がっかりだよっ！　って？」

「きゃはははははは！　超ちよううける！」

「いけてる？　いけてる？」

「やっぱ、結局はエンタ見ちゃうよねぇ……あ、最後はやっぱり犬いぬ井いだ」

「自由だぁー！」

「きゃはははははははは！」

「こらー、笑ってないで人の演説を聞いてよ！」

　騒さわぐあざみだが、一同の耳には届いていなかった。

「あ、キンキの新しいシングル買った？」

「買った買った。Ｂ[image: ]ｚの新しん譜ぷは買ってる？　交こう換かんしてよｉＰｏｄに入れるから」

「演説を聞きなさーい！　聞いて！　お願いだから！　いいこと言ってるんだから！」

「新宿にドーナツ屋できたじゃん」

「あ、新しいやつでしょ。アメリカの」

「クリスピークリームドーナツだよ」

「よく言えるね」

「必死に憶おぼえた。超勉強した」

「すごーい、もう一回言って」

「クリスピークリームドーナツ。超早口言葉っぽいでしょ？」

「すごーい。そんでさ、もう食べた？」

「行ったけどさ、超並んでるの。速そつ攻こう帰った」

「こらー。聞いてー」

「ＮＡＮＡの映画の続き見た？」

「見た！　主役替かわってたけど泣けたー。原作途と中ちゆうからしか読んでないけど、なんかあれって気持ちわかる漫まん画がだよねー」

「そうそう。読んでて、あるあるって感じで」

「くぉらあぁ！　だから凡ぼん人じんは！　聞きなさいよ！　人の話は聞きなさいよ！　うわぁああああああああああん！」

　ついに泣き出したあざみに、ようやく四人は振ふり返る。

「あ、すいません。だって、会長の話、難しくて」

　すみれはわかっているのだかわかっていないのだかわからない調子で頭を下げた。

「あんな話もわからないその割にはよく凡人化光線なんて発明できたわねー」

「いや、なんとなくやったらできたんです」

　極めていい加減なすみれである。

「ともかく、天才の排はい除じよを行うわ！　手始めは、もちろん我が母校！」

　あざみは窓の外を指さした。その方向に『聖バロウズ学園』がある……かどうかは、その場の誰にもわからなかったが、突っ込むと気分が崩くずれるということもあり、皆みな、黙っていた。それが日本の平均的な者の気き遣づかいというものである。

「では、あしたから行ってくるっす」

　すみれが自信があるんだかないんだかわからない顔でうなずいた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大丈夫っすよ。ってゆーか、安心してください」

　その言葉で心配になったのは、あざみの人間が小さいせいだけとは言い切れなかった。
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　その日の『聖バロウズ学園』は朝から荒あれ気味だった。前日にかじかとひばりが奇きっ怪かいな友情を結んで以来、さよりの周辺がさらに騒がしくなったというだけなのだが、その騒ぎが微び妙みように周囲にとって迷めい惑わくなものになり始めていたのだった。

　登校時、かじかがさよりに抱だきつこうと飛びかかる日常茶飯事の光景。いつもなら華か麗れいなる先読みでかわしてのけるさよりだったが、今朝に限ってはかじかの突とつ進しんをもろに受け止めてしまっていたのだ。

「あ、あれ……？」

「へ……？　なんでこんなに素直に抱きつけるんだ？」

　いつもと具合の違ちがうことにさよりはおろか、かじかまで驚おどろいている。が、そんな好機を逃にがすかじかではない。

「そうか！　とうとうさよりちゃんが私の愛を受け入れる気になったということか！」

　喜色満面でさよりの胸に顔をうずめはじめる。

「うわ、やめろ！　こら！　離はなれろ！」

　さよりが騒さわいでもがくが、かじかにまとわりつかれているため、ふらふらとよろけて園芸部が管理している植え込みに倒たおれ込んでしまう。

「うわ！　っと、しまった！」
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　スーツが土で汚よごれてしまったこともそうだが、園芸部の育てていた花を荒らしてしまったことにさよりはショックを受ける。

「おい、園芸部の植え込みだぞ。謝らないと」

「ちゃー、しまった。金は渡わたすけど、謝らないとだねぇ……」

　さよりの胸に顔をうずめたままだが、かじかも申し訳なさそうな声をあげる。

　元々、さよりにはどんなことをしても深刻なトラブルにはならなかった。さよりが致ち命めい的てきなことだけは先読みで避さけてきたからである。一方、些さ細さいなことだが、心から嫌きらわれてしまうようなことだけは回かい避ひしてきたかじかである。両者ともそこが天才性であったわけなのだが、どうも微妙にずれてきていることを二人は感じていた。

　それからも似たような事態が起こり続けた。午前中だけでかじかは学園の備品をいくつか破は壊かいし、さよりは授業の準備を忘れたことが二度あった。かじかはともかく、さよりのそれは学園中に衝しよう撃げきを与あたえていた。不良がたまに良いことをするとぐっと印象が良くなるが、逆に善人であると一度の失敗で極悪人扱あつかいされてしまうという法則がある。今回のケースがまさにそれだった。どこか今日は周囲の目が冷たく感じられる。

「どうも調子が悪いな……はは……」

　笑っているさよりであるが、心中は複雑だった。何が起こっているのか、昨日なら明確な判断ができたはずだが、今は頭に霧きりがかかったようにぼんやりとしている。次の授業のことはおろか、廊ろう下かを一歩踏ふみ出すのにすら不安がともなっている。

「歩いていたら転ぶかどうかすらわからない……」

　常人には意味すら通じないであろうつぶやきである。さよりは自分がこれまでどのような感覚で日々を過ごしていたかに今いま更さらのように気づいていた。

　しかし、頭は働かない。今日の学校の業務を頭に思い描えがくだけで気き詰づまりになってしまう。午後は、明日から登とう校こうになる転校生にあわなくてはならないから休みはない。そして、午後の授業は小テストだから、それまでにコピーをしておかなくてはいけないし、採点を放課後にしてから帰らなくては明日が大変になる。

「なんてこった……」

　うんざりして廊下を歩いていると、かじかに背後から飛びかかられた。

「さよりちゃーん！」

　かじかはじゃれているつもりなのだろうが、今のさよりにはその言動のすべてがイラっとくる。一いつ瞬しゆんにして頭に血が上った。

「やめてくれ！」

　自分でも驚くほどの大声でさよりは怒ど鳴なっていた。

　さすがのかじかも顔をこわばらせる。

「さ、さよりちゃん……ギャグが少ないよ……」

「ギャグなんかどうでもいいんだ！」

　ある種深刻なことを言い、さよりは歩み去った。

　教員室に戻もどって、転校生の南みなみ牟む礼れすみれと出会った時もしどろもどろで、もちろん彼女が『凡ぼん人じん会』の者だなどと気づきようもなかった。

　そして、事態はここから一気に転がっていくことになる。




○




「転校生の南牟礼すみれ君だ」

　ざわめく教室で、さよりはすみれを紹しよう介かいした。

　すみれはごく普ふ通つうに頭を下げて、ごく普通に空いている席に座った。

　教室は連日の転校生に興奮している。その騒ぎは収まる気配がなかった。さよりはクラスの生徒たちに舐なめられ始めていた。

「こらー、静かにしろ」

　さよりは言うが、ほとんどの者は聞いてすらいなかった。たった一日二日のことであるが、能力よりも何よりもさよりが自信を失っていることを、生徒たちは敏びん感かんに感じ取っていた。

「さよりちゃんが静かにって言ってるんだから、静かにしろって」

　かじかが大声で助け船を出す。一応、それで教室は静まったが、一方でひそひそ声がささやかれる。

「……なんで偉えらそうにしてるんだろうね」

「さよりちゃんの愛人なんでしょ。汚きたならしい」

　もちろん、そのささやきはかじかの耳にも入る。

「てめぇ、こらぁ、何言ってやがる！」

　かじかは怒鳴るが、ひそひそ声の主は知らんぷりを決め込んでいる。こうなってはかじかも一人でいらいらするより他にやりようがない。

「どうなってんだ、畜ちく生しようめい」

　かじかは腕うでを組んで悪態をつく。

「……天才性を失ってるんじゃない？」

　こうなると今や一番勘かんが働くのはひばりである。秀しゆう才さいとはいえ、一いつ般ぱんの女子高生離ばなれしているのはもちろんなのだ。

「え？　まさか」

「だって、そうとしか思えないじゃない」

　ひばりはかじかを説得するように言うが、かじかは不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。

「そうだとしても、どうしろって言うのだ？」

「何か原因を探せば……といっても、手がかりすらないけどさ」

　そう、ひばりが言った時、外から、どしん、という重い音が聞こえた。

　一同が外を見ると、校門の前の通りで一人の女子高生が一台のライトバンに轢ひかれたところだった。あたまがぱっくりと割れて、血がアスファルトに激しく飛び散っている。

「きゃああ！」

　生徒たちが大声をあげはじめる。

　が、そのうち、一人が轢かれた生徒の正体に気づいてほっとしたように言う。

「あ、あれ初はつ芝しばさんだ」

「なぁんだ」

　初芝こち。

　幽ゆう霊れいの天才というか、死の天才というか、死んでも必ず復活するという才能に恵めぐまれている。これまでも何度も皆みなの前で壮そう絶ぜつな死を遂とげている。

　……が。

　救急車がやってきても、こちは起きあがらなかった。そのままタンカで運ばれていく。

「あ、あれ？　おかしくない？」

　ざわめく教室。

　やがてパトカーとレッカー車がやってきて、ライトバンごとその運転手を連れて行った。ライトバンの横には『凡人会』の文字があった。

「ど、どうして……」

　さよりもあまりのことに言葉を失っていると、警官が二人教室に入ってきた。

「事故はご覧になられたかと思います。落ち着いて聞いてください。生徒手帳から確認したところ、このクラスの生徒さん初芝こちさんということで、ご家族の連れん絡らく先をお教えくださるようにお願いいたします」

　警官はさよりに告げた。




○




「おかしい……ギャグがないぞ……」

　かじかはつぶやいていた。正面にはこちの遺い影えい。生徒たちも参列しての葬そう式しきである。

　しかし、どういうわけか初芝家の者たちは全員が姿を消していた。この葬式も学校が主しゆ催さいしてのものになった。

　参列した生徒たちも、どういう顔をしてよいものか戸と惑まどっていた。

「死んだなんて信じられない」

　という言葉が何より似合う存在であり、悲しんで良いかどうかもわからない。

　水泳部の面々も気持ちは同じだが、彼女らは別の深刻さを抱かかえていた。

「才能がなくなったとすると、それは大問題だ」

　水泳部の面々は、葬式後に遺影を持って水泳部部室に集まっていた。

「実際、これからどうなるか想像もつかん」

　かじかは腕を組んでうなった。

「わたくしは……それほど困りませんけれど、皆さんはねぇ……」

　眉まゆを寄せたのは高たか沢ざわすずみ。芝しば居いの天才である。もっとも、お嬢じよう様さまの生まれでありながら身だしなみに気を遣つかわないというおたくにして腐ふ女じよ子し丸出しの外見から想像がつく通りの趣しゆ味みをしており、その才能を生かしたことはほとんどないため、実害を被こうむることは彼女自身はないとも言える。

　かじかは、これにカチンと来たらしい。

「なんだよ、お前だって困るだろ」

「何に？」

「やおい妄もう想そうだよ！　あれはきっと演技力に裏打ちされたもののはずだ！」

「そんな……わたくしから妄想力がなくなるはずがないでしょう……」

　そう言って目を閉じるすずみ。

　すずみが、やおい妄想を完成するタイムは、わずか０・０５秒にすぎない！　では、妄想プロセスを、もう一度見てみよう！





　妄想難易度の高いものからやってみるべきですわね……。やはり、ここは誰もパロディをやっていない『孤こ独どくのグルメ』で決めよう！　ほほう生○○仕立てか、と読者が感心するようなアレを！

　まずはやはりゴローさん総受けですわ！　ぐっと来たのは関節技を店長にかけた時、アジア系の店員に「それ以上いけない！」と言われるシーン！　あそこから発展させるべきですわね！

　まずは、そこからゴローさんを好きになった店員は……。

　あれ？　そこから先が浮うかびませんわ！

　好きになってデートに誘さそう？

　いや！　そんなのやおい的にあり得ない！　やおいは、もっと誰にも邪じや魔まされず自由で、なんというか救われてなきゃあダメなんですのよ！　男女のそれと違ちがって、独創的で豊かで……。

　ああ！　言葉だけは孤独のグルメになっているのに！　どうして冴さえないんですの！

　○○の味って男のコだよな。

　持ち帰り！　そういうのもあるのか。

　ム……○○と○○……玉が重なったな。

　うおォン、俺はまるで人間火力発電所だ。

　このお○んこは正解だった。

　ああ、セリフだけは浮かぶのに！　あ、でも最後のは違いますわ！　なんたること！　この高沢すずみ、一生の不覚ですわ！






　すずみはショックを受け、どう、と０・０５秒で机に倒たおれ伏ふした。

「で、できませんわ……妄想ができませんわ……」
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「ほら、見ろ。深刻だ。他の奴やつらも……」

　かじかはそう言って、一同の顔を見回した。

　しかし、残りの二人は荘そうめだかと愛あい甲こうしいらである。

　めだかは、外見はもろに小学生。魔ま法ほうの国からやってきたお姫ひめ様さまと名乗っており、お話作り、というか嘘うそつきの天才だと思われている。事態を理解していないと見えてぼんやりしている。

　しいらは、常に酔よっぱらったような赤ら顔で、一いつ升しよう瓶びんをいつも抱えており、そこからスポーツドリンクと称しようする〝何か〟を始終ぐいぐいやっているという娘むすめである。何の天才であるかは未いまだにわからない。こちらはもともと人間的な反応自体が希き薄はくである。

「……深刻だよな。サイレント・マジョリティの意見も考こう慮りよしてそういうことにしておく」

　かじかは言った。

「だが、どうしていいのかこれではまったくわかりませんわ」

　すずみが肩かたをすくめる。

　それはかじかにとってもまさしくその通りだった。

「だが、なんとか突とつ破ぱ口こうはあるはずだ。怪あやしいのはもちろん『凡ぼん人じん会』だろうが……」

　かじかがそう言った時だった。水泳部のドアがノックされた。

「何だ？」

　かじかは立ち上がってドアを開ける。

　そこに立っていたのは、この学園のロマンスグレーの教頭先生だった。

「有あり藤とうさん？」

「そうです」

　なぜか胸を張ってかじか。

　が、次の一言は、実に意外なものだった。

「あのね、有藤さん。言いにくいんだけど、あなたこの学園を放校処分になったから」

「放校！」

　さすがのかじかも驚おどろく。

　放校というのは、私立学園において規約を破った者に与あたえられる最高の罰ばつである。すなわち、強制退学。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　何かの間ま違ちがいだろう？」

「間違いではありません。校長に渡わたしていた裏金や、その他、あなたがやったごり押おしの証しよう拠こもあがっています。さらには教師に対する不敬な態度も処しよ罰ばつの対象です」

「わ、わ！　だからって警告なしでってのはないだろ？　今回は自宅謹きん慎しんとかで、次回から、だろ？　普ふ通つうそうじゃないか！」

　騒さわぐかじかである。

　教頭先生は、ゆっくりと首を横に振ふった。

「あなたの担任からの直々の訴うつたえでもあるのです。あなたを処分しろ、と」

「さよりちゃんが！」

　さしものかじかも顔を青ざめさせた。

「そんな！　嘘だろ？　そんなことするはずないじゃないか！」

　ところが、教頭先生はきびすを返し冷たく言い放った。

「あなたがどれだけ彼に迷めい惑わくをかけていたか、考えるんだね」

「そ、そんな……」

　かじかはその場にへたりこんだ。

「ちょ、ちょっと部長！」

　後ろで事情を聞いていたすずみがかじかに駆かけ寄よる。が、助け起こしてはみたが、かける言葉はまったく出てこなかった。

「才能ひとつでここまで危険なことになるなんて……」

　すずみはつぶやいた。
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　翌日、学校に出勤したさよりにすずみは詰つめ寄っていた。

「先生！　こんなのないじゃありませんか！」

　しかし、さよりは目を伏せるばかりだった。聞こえない、とでもいうように首を振って早足でその場を去っていこうとする。

「ちょっと、あなたそんな人じゃなかったでしょうに！」

　怒ど気きをはらんだ声で言うが、さよりは歩み去ってしまい、その表情はもう伺うかがえない。

「人はちょっとしたことで挫ざ折せつし、ひきこもりになってしまうこともあると言いますけれども……」

　つぶやくすずみであるが、それで気持ちが落ち着くはずもない。かじかも学校には出てこられないわけなのだから、ここはすずみがなんとかするしかないのだった。

　教員室に行き、とりあえず教頭先生と話せるように時間を作ってもらった。が、その会談もすずみの満足のいくものではもちろんなかった。

　教頭室に移動する道すがら、教頭先生は言うのだった。

「誰も言わないけれど、才能というのは確かにあるものです。誰にでも何かの才能はある。でも、才能というものが存在するというなら、実は人間に優ゆう劣れつが存在するという意味でもあるのです。誰もが欲しがる分野の才能というのは限られている。だから、その才能に優すぐれているかどうかだけが人々の興味になる。誰もうなぎを素手で握にぎることの天才にはなりたくないでしょう？」

「それはそうですけれど、教頭先生、今回のお話は具体的な……」

「関係があります。皆みなが欲しがる才能を持った者は、羨せん望ぼうの対象になる。しかし、その才能にあふれすぎていると、その人のコミュニケーションそのものを才能に準じゆん拠きよするものにしてしまう」

「どういう意味ですの？」

「絵画に優れた者は、絵画の話しかしないでしょう。新しい出会いも絵画を介かい在ざいしたものになりがちです。その人の絵を求める者や、どうやって絵を描えがいているか聞きたがる者。そういうことです」

「ですから、具体的に有藤かじかさんの話を……」

「具体的な話ですよ。才能が突とつ然ぜんに涸かれてしまったら……この場合は園その川かわ先生の話ですな」

「さよりちゃんの……？」

「彼も有藤さんも、国家が認めた天才でした。その認定を受けられなくなってしまえば、彼らは諸もろ々もろの資格を失う。それは国家という多数の人々とのコミュニケーションが途と絶ぜつしたことを意味するのです。そうなれば、国は彼らを冷たく放ほう逐ちくするでしょう。学校としては、最大限優しい処置をしたのです。このまま学園にいては有藤君は刑けい事じ犯になるでしょう。園川先生がそれに巻き込まれないようにするためには、そうするしかなかったのです」

「……つまり、仕方なかった、とおっしゃるのですね」

　すずみには少々難しい話だったが、要点は理解できた。つまるところ、多くの人間は他者に才能という点以外での評価を行わないということだ。そして、さよりを学園に残したのは、まだしもそうでない部分が学園側に、具体的には教頭先生にはあるということだ。

　それは大人の論理だ、とはすずみも思うが、飲み込めないすずみではない。

「仕方なかった、というのは良い言葉ではありませんが、そういうことです」

　苦々しい声で教頭先生は言った。

「先生……」

「なんです？」

「ギャグがありませんことよ」

「予定では、あと三十ページに渡わたってギャグはないと思うよ」

「……みんなこの先を読んでくださるんでしょうか？」

「だから、多くの人間は他者そのものには興味がないと……」

「危険な話に踏ふみ込みつつありますわよ、教頭先生」

　話はそこで終わった。




○




　その日からさよりはすっかりダメ教師のレッテルを貼はられてしまっていた。

　教室に入ると、扉とびらの上から黒板消しが降ってきてそれを頭に浴びてしまう。

　誰も授業は聞かない。

　小テストでは堂々とカンニングされる。

　背中にこっそりと『セクハラ教師』と貼り紙がみをされる。

　同年代の教師ということでのいじめは苛か烈れつだった。まして、女子校における若い男子なのである。気弱な男子は完かん膚ぷ無なきまでたたきのめされるに決まっていた。

　暗い顔で廊ろう下かを歩いていくさよりを遠巻きに眺ながめながらも、すずみとひばりは声をかけられないでいる。

「あれから一週間……」

「部長もわたくしの家で暮らしていますけれど、いまやすっかりアニメＤＶＤがお友達で、毎日ふさぎ込んでいますわ」

「何かの時代が終わったのかしらねぇ」

　遠い目をしてひばり。

「時代というか、才能が涸れた作家や引退したプロ野球選手を見ているようだといいましょうか……」

　すずみもため息をつく。

　最初はひばりもすずみももちろんさよりたちのことを心配して行動をしていた。だが、当人たちがここまでふさぎ込んでしまっては、その心も少しずつ離はなれつつあった。自分でも冷たいとは思うが、あまりに心を閉ざしている二人を見ると、腹が立つ方が先になってしまう。それまでの二人の決断力や周囲を巻き込んでいく力には感心していただけに、反動は大きい。

「ダメになるって簡単……というか、天才ほどそうなるのかな」

　ひばりは言った。暗に秀しゆう才さいでよかった、という含ふくみがある。

「冷たいですわねぇ。さよりちゃんの幼なじみでしょうに」

「あたし、彼の天才性は憎にくんでいたもの……でも、なくなってみると、それはそれでさよりちゃんじゃないわよねぇ……」

　ひばりはシャープペンシルを手の間で回した。

　と、そこに外から声が聞こえてきた。

《凡ぼん人じん会。凡人会でございます。このたび、政党『凡人党』を作っての立候補となりました。参議院選挙は凡人党とお書きください》

「あ、凡人会……とうとう政党を作ったんですのね……」

　すずみは窓の外を見た。

　こちを轢ひき殺したのと同じ形のライトバンがゆっくりと走っていた。そういえば、街で見る頻ひん度どが上がっている気がする。

「初芝さんの件も、運転手はすぐに釈しやく放ほうされたみたいね」

「政治……ですわねぇ……部長が健在ならなんとかなった……というか、それこそ簡単にどうにかなったものですけれどねぇ」

　と、すずみとひばりは、はっとして顔を見合わせた。

「そうか、凡人会が怪あやしいんだ！」

　ここに来てようやく本格的に凡人会を疑い始めた二人だった。
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　それから、ひばりとすずみは『凡人会』について調査を始めることにした。

　ひばりは秀才ではあるが、対象を決めて集中すれば先読みも使いこなせる。が、情報が収集できなければどうしょうもない。

「凡人会……発表されている資料だけではどうにもならないわ」

　凡人会は政治結社であり、ついには政党になっているのだから、当然、ホームページや正式な文書でその概がい要ようは示されている。が、わかることは事務所の住所、代表の顔、そして代表の主張する〝天才を排はい除じよして凡人の世界を〟という理念だけであった。

「事務所に張り込んで……」

「そういうわけにいかないわ。女子高生だもの。政党をつけ回していることがばれる危険はあるわ。慎しん重ちようにいかないと……」

　ひばりとすずみは額をつきあわせてごちゃごちゃとやっている。ここはすずみの家のリビングだ。

「あははー。あのじいさん落ちながら戦ってるー」

　二人の後ろでは、かじかが虚うつろに笑っていた。バカみたいに口を開いて大画面テレビでアニメを見ているのだ。

「ああ……部長、とうとうあんなアニメにまで……」

「あれを笑うというのは、まさにアニメファンとしてはおしまいの行こう為いですわ……」

　よけいな説明を入れながらすずみは言う。

「なにか最初から方向性が間ま違ちがっていたのかもしれないわね」

　ひばりが腕うでを組んだ。

「だけど、もうあまり時間はありませんわよ」

　すずみの言う〝時間がない〟というのは、『凡人会』が思いのほか力をもってしまっていることだ。

　今や新聞の社説でも、ネットのブログでも天才を叩たたけば人気があがるという流れになってしまっていた。





　最近は男性も化け粧しよう品を使う時代。だけど、さすがに化粧なんて……と、ちょっと敬遠している人もまだまだ多そう。ちょっと待って！　化粧は眉まゆを描えがいたり顔を塗ったりだけじゃない！　顔の脂あぶらをとることだって立派な化粧なんです。まずは、化粧水で脂をとることからはじめてみては？　そういえば、自らの才能や天才性に固こ執しつする右う翼よく系の若者が世界的に増えているという事実も、多少気になるところだが。





　今年もまた激動の１年になりそうです。天才たちは世界支配への構想を着々と進行しつつあります。天才認定委員会は先の国会で天才法の〝改正〟を行いました。このまま天才たちの思おも惑わく通りになれば、この国は過去の歴史とはまったく異なる方向に進むことになるでしょう。国内にあっては格差社会を拡大させていく才能偏へん重ちよう社会が構築され、国外に対しては才能のない国家に対して植民地支配を行うような帝てい国こく主義の時代がやってきてしまうのです。

　一方では〝天才権けん威い失しつ墜つい〟の見出しが新聞には躍おどっています。ですが、それらの内容は凡ぼん人じんが天才をうらやみ、その裏返しとして権威失墜を喜ぶという低次元なジェラシーのレベルに終始しているようです。週刊誌ならばそれでもかまわないでしょうが、事の本質に迫せまらなければお話になりません。重要なのは、天才が才能にあぐらをかくあまりに腐くさりきっているということなのです。






　正直、生きていけない。まぁ生きてるんですけどね。

　天才から見れば私なぞは影かげとでも言えばいいのか。塵じん芥かいであればなにがしかの〝存在〟はあるわけですよ。ですが、影ともなると存在ですらないわけです。ただ天才の存在を肯こう定ていするためだけに、天才に光が当たったときにちらりと見える存在。それが僕なわけです。一方で、秀しゅう才さいとでもいうべき存在もいて、これは〝存在〟なのですが、現実的な影とでも言えばいいのか、天才の私欲のために利用され、「スケープゴート」あるいは「鉄てつ砲ぽう玉だま」として利用されているというのがこの世界です。

　世界に集合知というものがあると学者が言おうと、民主主義がこの国の政治形態だと多くの人が信じていようと、それが報道の天才といういわばコミュニケーションと洗脳の天才に言わされているだけであり、それを「多様性の重要性」だと言われても、定例会議のごとき儀ぎ礼れい的てきな意味でしかなく、本質的なシステムではない。

　そうだ。そんなのはちっともシステムじゃない。機能でもない。

　僕のごとき凡人は、そこで本当の生を謳おう歌かしているわけではない。

　才能がないことで苦難に直面することがあるとしても、天才に頼たよらずに生きていくのが本当じゃないのか。






「なんというか、えらいことになってきたわね、世の中」

　ひばりがため息をついた。

「いや、世間が気にしている何かが天才に移ってきただけで、世の中昔からこんなものでしたわよ。わたくしたちオタクとか腐女子とかにとっては」

　すずみは深刻ではあるものの、どこか余よ裕ゆうを残した笑みを見せる。

　へぇ、とひばりが感心した表情になる。

「大変だったのねぇ……でも、今重要なのは、まさに身近な人が追い込まれていることで、まさに個人が嫌けん悪おされている対象なんだから……あ！」

　そうか、とひばりは手を叩く。

「思いついたわ！　個人が狙ねらわれているんだから、おとりを出せばいいのよ！」

「おとり？」

「天才がまだ学園に残っていたと噂うわさになれば、天才性を奪うばった何者かが現れるでしょう？」

「単純な作戦ですわね……。それでも思いつかなかったわたくしたちが悪いんですけれども……」

「才能以前にやっぱりテンパってるとダメねぇ……」

　そんな会話の後に、作戦が早速実行に移されたのだが……。

「なんでこんな罠わなですの！」

　さすがのすずみも大声をあげている。

『聖バロウズ学園』の中庭。そこにあるのは、巨きよ大だいなザルである。

　ザル。

　漢字で書くと笊ざる。

　竹を編んだ籠かご状のもので、野菜を洗って水をきるのに便利なあれである。

　ザルを使った罠といえばひとつしかない。伏ふせたザルの端はしに棒を立てて浮うかせておき、ザルの下に餌えさを用意して動物をおびき寄せる。動物が餌を食べている時に、棒を倒たおせばザルが動物にかぶさるというあれ。

　その罠の巨大版が『聖バロウズ学園』の中庭にある茂しげみに作られていた。太い棒にはロープが結びつけられ、その端をひばりが握にぎっている。

　さすがにあほらしさも度を超こしている。

　しかし、ひばりは確信を持っていたようだった。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　ひばりは請うけ合った。

「あたしだって本気になれば、さよりちゃんの真似まねくらいできるって言ったでしょう？」

「確かに、先読みしたあげくに元の行動がバカらしいというのは同じような気がしますけれども……」

　すずみは心配になってザルの罠をしげしげと眺ながめる。

　と、そこで気づいた。

　ザルの中に餌はない。

「ちょ、餌は……」

「だ、大丈夫。そこも先は読めているんだから……」

　またもひばりは自信ありげに言ったが、よく見るとその顔は熱病のように赤く、頭からは湯気を噴ふき出している。まるで火にかけたヤカンだ。秀才が能力を限界まで使っているので、オーバーヒートしているらしい。

「だ、大丈夫……なんですわよね？」

　さしあたり団扇うちわでひばりの顔をあおぐすずみである。

　その時、ひばりの表情が変わった。

「予定通り来るわ！　隠かくれて！」

　ひばりはロープを茂みの中に通し、すずみを連れて校舎の陰かげに。

　二人がじっと見守る学園の中庭に現れたのは、愛あい甲こうしいらだった。

「しいらじゃありませんか」

　すずみが文句を言うと、ひばりは黙だまっていろ、と指を立てた。

「あれが、餌よ。彼女がまだ天才性を失っていないと荘そうさんを使って噂を流したの」

「あ、めだかを使って……って、彼女、嘘うそつきだと思われてるんですのに」

「そこがポイントなのよ。天才性を消し去った人物は、荘さんの嘘つきの天才の能力は失われている……と、確信しているわけでしょう？」

「そうね。でも、普ふ通つうに嘘くらいつけましてよ」

「だから、嘘をついているなら、嘘をついていることに理由があると考えるわけで、その理由は愛甲さんに天才性が残されていることを隠いん蔽ぺいするためと考えるでしょう？」

「でも、そこまで考えて嘘をつくことができるなら、それはまさに嘘の天才というわけではなくって？　そうなると嘘の天才であることも消し去っていないことになるわけで、前提の部分が怪あやしくなってくるじゃありませんこと？」

「天才性を消し去った人物が疑念を持っているなら、それは天才性を失ったことでショックを受けていない人物に疑いを持つでしょう。あるいは自分の天才性を失わせる遂すい行こう能力への疑念を」

「そうなるとどちらにしろ天才性を消し去った何者かは、確認しやすい人物を確認する行動へ出ることになるんですのね」

「そうよ。もし、相手がそれなりに先読みができるなら、そこまで読み切った後でそれを前提にした行動をとるはずなんだろうけど、相手が凡ぼん人じんである以上は問題ないわ」

「なんか……混乱してきましたわ」

「でも、問題は荘さんが嘘つきの能力が失われているなら、見事に嘘はつけないはずで、もしかしたら本来的に天才とは関係ないのかもしれない。そもそも見えない天才高校の情報によれば、この学園には国家認定の天才でない人が混じっているという噂が……」

「会話だけで一気に伏ふく線せんを解消していると打ち切り小説と思われますわよ。それに、そもそもが妙みようなロジックを展開し始めてから誰も読んでない気もいたしますわ」

「でも、実は一巻からの伏線だから……」

「でしたの？」

「実は単なる誤植という噂うわさも……誰も指し摘てきしなかったけれど」

「誰も指摘しないというのは哀かなしいものですわねぇ……作中の間ま違ちがいが傑けつ作さくを生んだ例もあるというのに……知ってます？　力石は身体が大きくかかれてしまったから、ジョーと同階級にするのに減量が必要になりましたのよ」

「ツェペリさんの息子はそのままだったけどねぇ……」

　そんなことを言っている二人とはおかまいなく、中庭に現れたしいらが何をしていたかというと、これが一いつ升しよう瓶びんからスポーツドリンクをちびりちびりとやりながら、中庭の芝しば生ふに座って花見をしていたのである。

　さすがの二人も雑談をやめて見入ってしまう。

「しいらが何の天才かは聞いたことがありませんけれども……」

「天才性を失っても、天才のような気がするわね……餌えさとしてはベストの人選……」

　そこに、ふと黒い影かげが現れた。

　それこそがまさに今回の作戦のターゲットであった。

　獲え物ものがやってきたにもかかわらず、ひばりもすずみもその瞬しゆん間かんには気づいていなかった。

　それがターゲットの地味さ、というか普通さに起因するものだとは、二人がしげしげと彼女を見つめ、ようやく気づいたことである。

「凡人！」

「凡ぼん庸よう！」

　思わずつぶやいていた二人である。

　やってきたのは南みなみ牟む礼れすみれ。ひばりに続いて２Ａに転校してきた彼女だったが、そうと認識するのにひばりですら時間がかかったほどすみれは印象の薄うすい顔をしているのであった。

　それは人間とは思えないほどの凡庸さで、一いつ般ぱん市民が彼女を見たらこれが本当に人間か？　と目を仰ぎよう天てんさせるに違ちがいない。これだけで一般市民との差は歴然と離はなれており、すみれが毎日どのようにして暮らしているかはこの凡庸さだけでも想像がついてしまう。

　二人の目の前にすみれの全身が出そろった。凡庸で目を見張るほどの体つき。目の前には全てが凡庸さで作られている髪かみ型がた。そして、目め尻じりが必要以上に日本人的な凡庸な目。

　全てが〝凡庸〟これ以上の単語が見当たらない程、凡庸。

「そういえば、転校の時もさよりちゃんの事件があったから……」

「転校してきたことは一行で説明されただけだったような気がいたしますわ……言われてみれば、今回の事件の黒幕としては当たり前すぎますわね。地味すぎて気づきもしなかったわけですけれど……」

　すみれはしいらに発見されないように気を遣つかっているのか、抜ぬき足あし差し足忍しのび足以外の形容が見あたらない仕草で、茂しげみに向かっていく。

「そうでしたのね、それで茂みに……！」

　すずみは驚おどろく。ひばりはうなずいた。

「あとは、茂みから愛甲さんを見張っているだろうから……」

　ひばりはロープを握にぎっている自分の手を見つめた。

　すみれはザルに気づいていない。彼女が茂みに入った瞬間に引っ張れば、あっという間にザルの中ということになる。

「でも、証しよう拠こをつかんでからでないと……」

　ひばりはロープを握ったまますみれの動向を見つめる。

　天才性を奪うばうなどということが本当にできるのか？

　あるとしたら、どんな方法なのか？

　それがわからない限り、すみれを捕つかまえても仕方がない。

　息をのむひばりとすずみである。

　そういう期待は裏切らぬが凡人の凡人たるゆえんか、すみれは持っていた鞄かばんからずるりと『凡人化光線』の発生装置を取り出した。

　ドライヤーに似ていた。

　それを拳けん銃じゆうのように構えて、芝生に座っているしいらに向けたのである。

「今よ！」

　ひばりは、えいや、とロープを引っ張る。

　棒が倒たおれて、ザルがばたりとすみれに被かぶさる。

「きゃああああ！」

　叫さけぶすみれ。

　その声はザルの中から聞こえるのでくぐもって響ひびく。

「やった！」

　ひばりとすずみはザルに駆かけ寄よった。

「にゅーん。やったの？」

　しいらも気づいて二人とともにザルを囲む。

「誰？　ってゆーか、外にいるの誰？」

　ザルの中のすみれが騒さわぐ。ザルがもぞもぞ動いてしゃべっているようにしか見えないが。

「誰もなにもわかっているでしょうに！」

　ひばりは叱しかりつけるように言った。そして、ザルを三人がかりで持ち上げ、中から出てきたすみれを押おさえつける。

「ひぃい！　わかるもなにもどういうこと？　知らない！　あたし、天才のことなんて何も知らない！」

　すっとぼけているつもりだろうが、さすがに凡ぼん人じんと言うべきか。

「自白してるわよ。さぁ、このドライヤーっぽいものが何か教えてもらいましょうか」

　ひばりは、『凡人化光線』を握っているすみれの手をねじりあげた。

「いやぁああ！　知らない！　これは髪かみをセットしようと思って！」

「ありえませんわー」

　思わずあきれるすずみである。
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「正直に言いなさい！　言わないと、生まれてきたことを後こう悔かいするほどの拷ごう問もん、死より苦しい『アキレスのかかと』を与あたえるわよ！」

　ひばりは脅おどしつけた。

　すると、またもあっさりと自白するすみれである。

「やめて！　アキレスのかかとだけは！」

　すみれは、その場に膝ひざをついた。

「うう……そうです……これは、凡人化光線発生装置です……天才を憎にくむ天才によって開発されたものです」

「天才を憎む天才！」

　ひばりとすずみは驚きよう愕がくの声をあげる。

「天才は、血中の天才因子によって天才なのです。その因子を電気的にコピーした後、本人からは消し去ってしまう機械です」

「じゃ、じゃあ、天才でなくなった人は、もう天才には戻もどらないんですの!?」

　すずみが聞くと、すみれは首を振ふった。

「わかりません！　わかりません！」

「それはそうでしょうね。凡人にそれ以上の話がわかるはずないもの……」

　ひばりは納得したようにうなずく。

「じゃあ、さよりちゃんたちは戻らないって……」

「いいえ。電気的にコピーした後……と言ってるわ。つまり、コピーしたからにはそれを保存する意味があるということ」

　ひばりは断じた。

「なるほど……戻せるんですのね。いや、誰かに移植できるかもしれないということかしら……」

　すずみが言うと、すみれは同意するかのように激しくうなずいた。

「そ、そうですよ！　たぶん……だから、あたしはこれで……」

　すみれはぺこぺこと頭を下げて出て行こうとする。その頭を、むんず、とひばりは鷲わしづかみにした。

「待ちな！　そのコピーの転送先を教えてもらうわよ！」

「ひぃいいいい！　知りません！」

「詳しよう細さいは知らなくても、あなたが帰る先があるはず！　そこでいいから案内しなさい！」

「いやぁあああ！」

　すみれが叫んだ時、いきなり大地が振しん動どうした。

「な、なに……？」

　ひばりも思わず周囲を見回す。

「ま、まさか伝説のイヤボーンですの？」

　すずみは〝すみれが危機に際して超ちよう能のう力りよくが目覚めたのか？〟と疑ったのだが、それを冷静になったひばりが否定した。

「い、いや……これは地じ震しんよ！」

　ひばりはそうは言ったが、思わずすみれの頭を握にぎっていた手を放してしまう。それほどの揺ゆれだった。

「震しん度どは五くらい……？」

　冷静にひばりは言う。立っているのは不安になるほどの揺れである。

　しかし、すみれは必死だった。地震をチャンス、と走り出す。

「に、逃にげないと！」

「しまった！」

　揺れてはいるが、屋外であることは幸いだった。ひばりもそれを追って走る。

　さすがに秀しゆう才さいのひばりである。凡人よりは足も速い。

「待ちなさい！」

　追いついてすみれの服の裾すそをつかんだ。

　どう、と二人はからまって地面に倒たおれる。

「捕つかまえた！」

　ひばりは顔をほころばすが、すみれが得た捕まるまでの間は事態を逆転させるには十分なものだった。

　地震が収まってひばりが顔をあげると、黒いスーツの男性の足が見えた。

「え？」

　あたりを見回す。周囲をＳＰらしき黒服の男たち三人に囲まれていた。

「た、助けて……」

　すみれが言うと、黒服の男たちはすみれを親切にも助け起こす。ほっとした表情の彼女の手には、緊きん急きゆう連れん絡らく用に機能を簡略化した携けい帯たいが握られていた。

「これ以上首を突っ込むとただでは済まない。親切で言っているんだ」

　黒服の一人が言った。

　ひばりは何も言えなかった。

　それを遠巻きに見ていたすずみも、事態が思っていたよりも早く進んでいることに言葉を失っていた。

「政治の話になっているんだよ」

　黒服は言った。

　立ちつくすすずみたちを尻しり目めに、黒い車にすみれを乗せ、黒服の男たちは去っていった。

「ちょ……なんですの、この感じ！　地底人とかそういうの相手の方がいいですわ！」

　すずみは黒服が見えなくなってから文句を言った。

「そりゃそうね……普ふ通つうの人が普通に権力ふるってたら、気持ち悪いわよねぇ……」

　ひばりは言った。

　しかし、事態は確実に、そして素早く進行しつつあった。

　凡ぼん人じん党の国会議員は思わぬ大人数にのぼった。

『才能独どく占せんによる反国家行こう為い真相糾きゆう明めい特別法』可決。

　これによって、天才のなした犯罪的行為を調査するための委員会が立ち上がる。天才が私利私欲のために行った行為を犯罪であるとし、それを追つい及きゆうするためのものである。

　そして『才能独どく占せん行為者財産帰属特別法』可決。

　こちらは、過去にさかのぼって天才であることによって利益をあげた者の財産を没ぼつ収しゆうすることを認める法律である。

　これらは法の原則である〝不ふ遡そ及きゆう〟に反しているとの声もあったが、力を持ち始めていた凡人党の前にかき消されてしまう。国民も多くこれを支持した。

　これによって、天才たちはその才能を使うことを事実上禁止されたのである。過去に天才認定を受けていたものは家も仕事も失った。そして、認定を受けていなかった天才は、自身の才能を隠かくして生きていくしかなかった。天才と疑われることは破産を意味した。





●愛甲しいらの法学講座１　不遡及

　新しい法律が適応されるのは、「この法律をはじめますよ」と宣言した時期以降……。つまり、それ以前に遡さかのぼって罰ばつしてはいけないというのが不遡及……。

　法律が変更されたり、新たに作られたとき、当然のことだけど古くなった法律と矛む盾じゆんすることがあるの……。昔の法律で合法なことが違い法ほうになるようなことが起きるわけ……。その場合、昔に遡って罰すると正直な人が捕まっちゃうからやめようとされているの……。新しい法律を作りやすくするための知ち恵えなの……。でも、法律が決まっちゃったら間ま違ちがっていても従わなくちゃいけないから、この不遡及に反した法律が決まっちゃっても誰かが罰せられたりはしない……。法律がちゃんとしているかどうかは、みんなで見ていなくちゃいけないってことね……。









[image: ]







『凡人化光線』の発射は、多くの凡人の手によっていた。凡人会に属している者の中で、特に天才に恨うらみがある者たちが、ゲリラ的に光線を発射していたのである。

「女にモテる才能のある奴やつを引きずりおろせ！」

　ビビビビビ！

「金貸しの才能があるなんて不潔だ！　しかもそれで高利をつけるなんて！」

　ビビビビビ！

「才能のあるライトノベル作家みんな死ね！」

　ビビビビビ！

　そして、とどめが天才の財産を没収する法律であった。これによって、委員会で天才と決められた者は誰であれ破は滅めつすることになったのだから。

　密告が横行し、誰もが才能を誇こ示じすることをしなくなった。

　まことに控ひかえめな世界が到とう来らいしたのである。




「おまえ、試験勉強した？」

「すごい必死にやったよ！　才能ないからね！」

☆

「今週のジャンプ見た？」

「すごく普ふ通つうでなごむよね！　どんな作品も十週しか掲けい載さいされないから、差がないし！」

☆

「働かないとさぼりの才能があるって言われちゃうけど、普通にやってれば給料は平等だからすばらしい！」

☆

「ノベルジャパンの作家が水城以外みんないなくなったって？」




　一方、財産を失った天才は流る浪ろうの民と化していた。天才たちは寄り集まって公園に住み、人々から施ほどこしを受けて暮らしていたのである。時折、若者による天才襲しゆう撃げきが行われ、天才たちが施し以上の財産――すなわち金銭等――を持っていた場合、容よう赦しやなく奪うばわれることとなった。

　幸いにもそのような境きよう遇ぐうから逃にげることのできた天才は、凡ぼん人じんのふりを――大半の者は才能を奪われていたため凡人のふりをする必要もなかったが――して故郷を遠く離はなれ、身分証を提示する必要のない住み込みのアルバイトで暮らしていた。

　そして、水泳部の面々は――。

　めだかは山中で不気味なカエルをお供に、魔ま法ほうで快適に、しかし孤こ独どくに暮らしていた。山の近くの村では子供の天てん狗ぐが出ると噂うわさになったが、その程度のことだった。

　こちの遺体は当然だが火か葬そうにされ、遺骨は無む縁えん仏ぼとけを弔とむらってくれる寺が引き取った。寺の住職も義務的に対処しただけで、こちのことは名前すらすぐに忘れていた。

　しいらの生活は水泳部の誰も知らなかった。以降、誰も気にすることはなかったが、女子高生が一いつ升しよう瓶びんを持ってうろついているのは全国各地の漁港や農村で目もく撃げきされたとのことだった。

　すずみは金持ちの家庭であったが、天才がすずみだけだった事が幸いした。すずみは学生であったこともあるし、演劇人として身を立てていたわけでもなかったため財産もなく、ただ世間からの冷たい目に耐たえてさえいればよかった。が、かくまっていたかじかは逃がすしかなかった。何度も黒服の男たちが訪ねてきてはかじかの居場所を聞き出そうとしたが、すずみもかじかの居場所は知らなかった。すずみ自身悔くやんではいたが、まさにかじかを路上に放置し、以後のことはまるで調べなかったからである。

　しかし、かじかは生きていた。

「安いＤＶＤだよー。ブルーレイにワンクール全部入ってるよー」

　かじかは顔をマスクとサングラスで隠かくし、トランクに詰つめた違い法ほうディスクを売っているのだった。廃はい人じん中にアニメを見た知識を生かし、地方都市をまわっては日銭を稼かせぎ、漫まん画が喫きつ茶さで宿しゆく泊はくの放ほう浪ろう生活である。病気で倒たおれたらそれまでの切ないものだ。

　かじかの立場は、天才たちの中でもっとも危険なものだった。

　全国指名手配である。

　彼女がカリスマの天才として世間の権力をほしいままにしていたことは、ニュースショーの力によって全国に知られるところとなっていた。

〝極悪天才女子高生、米軍までも意のままに！〟

〝メール一本で総理大臣を動かしていた女子高生！〟

〝ヒトラーに匹ひつ敵てきする女子高生がこの国にいたなんて！〟

　そんな見出しがトップニュースになる日々が半年は続いた。それでもかじかは捕つかまらなかった。それはかじかに逃とう亡ぼうの才能があった、というわけではない。警察が真面目に仕事しなくなったことに尽つきる。誰も刑けい事じの才能があるとは思われたくなかったからだ。それに、捜そう査さの鬼おになどと呼ばれていた刑事などはとうに粛しゆく正せいされていた。

　かじかは通りで見つけたファミレスで食事をしながら、拾ったスポーツ新聞を広げた。世間のほとぼりがさめたかどうか確認するうち習慣になってしまったものだ。もう一面を飾かざることはなかったが、かつての政府関係者や米軍の者たちが裁判にかけられる度に話題にあがっていた。

「ジョージ・マッケンジー……終しゆう身しん刑けいか……」

　かじかはつぶやいてスポーツ新聞を丸めて着たきりのコートのポケットにねじ込んだ。

「いつか、こんなことをした奴やつに復ふく讐しゆうしてやる……」

　かじかはつぶやいた。

　一度は廃人になったが、回復すれば不ふ屈くつの精神に変わりはない。これは才能でなく、生まれもっての性格だ。

　だが……。

「しかし、こんなことになったのは、誰のせいなんだってんだ、いったい？」

　かじかにも、そればかりはわからないのだった。




○




　しかし、読者には首しゆ謀ぼう者しやはもうわかっている。

「あいむきんぐおぶざわーるど！」

　下手な英語で叫さけんでいる彼女である。アカデミー賞の授賞式でジェームズ・キャメロンが叫んで失笑を買った『タイタニック』のセリフであるあたり、凡人が板に付いている。

　もっとも、ねたみそねみの天才であることを自覚してはいないのだが。

　そう、玄げん岡おかあざみである。

　あざみ自身、今回の展開には驚おどろいていた。というか、想像以上だった。

　今、あざみが叫んだのは、六本木ヒルズの凡人会事務所においてである。

　六本木の街を見下ろしているのだ。この玄岡あざみが！　そう思うと、俗ぞくっぽい、しかし、抗あらがいがたい快感が押おし寄よせてきて背筋をふるわせる。

「ああ、あたしったら、すてき！」

『凡人会』はすでに陰かげからこの国を操っていた。法を制定し、平等を実現した。

「これからは、非モテも貧びん乏ぼう人にんもいないの！　だって、天才からお金も幸せも奪ってみんなに配ったんだもの！」

　あざみはまさにこの国の支配者であると言えた。しかも、誰にも強制することなく、独裁者にすらならずに体制を変えてしまった。人々の心にあるねたみそねみの心を利用した結果であり、それを誘ゆう発はつした『凡ぼん人じん化光線』の力の結果である。

　であるのだが、あざみはそのことに気づかずにいた。あまりに人間が小さいので大局的に物を見ていないばかりか、自分が〝平等〟というすばらしい思想を持っているが故に、それに誰もが共鳴したのだ、と考えるようになっていた。

「あたしの思想を本にしないといけないわ。誰か小説家を呼んでちょうだい。売れている人がいいわ。京極夏なつ彦ひこなんかいいわね」

　あざみは秘書のように使っているすみれに言った。

「そうっすねー」

　気楽に言うすみれである。広いマンションの床ゆかを円形にくりぬいて埋め込まれたソファにもたれ、輸入物のブドウジュースを飲んでいる。

「京極堂なら、あたしのすばらしい思想に感かん銘めいして、是ぜ非ひ本にさせてくださいと言ってくると思うわけ」

「そうっすねー」

「当然、バカ売れ。で、世間はあたしのことをすばらしい人だと思うようになるの」

「会長、有名になっちゃダメっしょ。隠かくれてやってるんだから」

「そ、そうね……じゃあ、〝そのすばらしい思想は誰のものですか？〟なんてインタビューで聞かれた京極堂は、〝いや、それはいえませんが、すばらしい人です〟なんて答えるわけね」

「そうっすねー」
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「いいわ、すぐやりましょう！」

「あ、でも、京極夏彦、天才でしたよね？」

「そっか……」

　あざみの声のトーンがいきなり落ちた。

「は……はは……こんなすばらしい夜なんだから、ＣＤでもかけてよ。Ｂ[image: ]ｚとか」

「発禁っすよ、Ｂ[image: ]ｚ」

「あ……あたしは禁止した覚えはないわ！」

　つい大きな声をあげてしまうあざみに、すみれはつまらなそうに言う。

「そりゃ会長は何もしてませんよ。だって、みんなが勝手にやったんすから」

「な、なんてこと！　じゃあ、あたしが指揮を……」

「いや、すでに会長の言うことはみんな聞いてるっすよ。でも、どうにもならんでしょう」

　すみれは皮肉っぽく笑った。

「え……？」

「会長が指揮しないとはじまらないけど、結局、みんながやりたいようにしているっつーか、会長の考えていることは確かに実現しているわけっす。凡人がいいわけで……」

「そ、そうね……」

　段々と顔が青くなっていくあざみである。

　その時、地じ震しんが起きた。

「ちょ、地震……大きい……」

「最近、多いっすね。ヒルズは耐たい震しん構造だから大だい丈じよう夫ぶっすが」

「ここには『天才才能貯蔵庫』があるんだから、壊こわれてもらっては困るわ」

　あざみは言った。地震が収まってから、奥おくに続く大きな扉とびらを開く。中はコンピュータルームだった。大型のタワー型コンピュータと、災害時でも各地に連れん絡らくがつく無線機、そして中央に置かれたタンク状の機械がこの部屋のすべてだった。ここから秘密の指令をあざみは凡人会に下していた。各地で集めた天才の才能もここのタンク状の機械に保存されている。

「そういえば、これを作った人には、いつ会えるの？」

　あざみは聞いた。

「いや、天才っすからね。もう死んじゃったみたいっす」

　すみれは何も考えていない様子で言った。

「そうなの……」




　そして、いきなりではあるがさらに半年が過ぎた。

　そのころ、この国の経済状態はガタガタになっていた。まともに働かぬ者が増えたからである。失業者も増えていた。天才と、天才認定された凡人が街にあふれていた。

　何しろ恨うらみを買うと天才であるとして密告されてしまう世の中になっていた。『天才のなした犯罪的行こう為いを調査するための委員会、略して天犯委員会にである。この委員会の権力は今や絶大なものになっていた。天才を認定する委員長でなく、その活動記録をつける書記長が影かげの最高権力者であった。活動記録はいくらでも捏ねつ造ぞうでき、その記録だけが天才が誰であるかを最終的に決定するからである。

「天才認定された者があふれ、治安が悪化しています」

　ヒルズですみれから報告を受けるあざみである。

　すみれは送られてきたメールを読んでいるだけで、内容の深刻さはよくわかっていないらしい。さらにこう続ける。

「凡ぼん人じん党執しつ行こう部ぶでは、天才のみ居住する地区を作るつもりです。地区の経済を独立させることで経済の回復と、治安の回復に役立つ物だと考えます……だそうです」

「許可して」

　あざみは言った。元々が人相が悪いが、さらに眼光が鋭するどいものになっている。でこの光もさらに増している。鬼き気き迫せまるとはこのことだ。

「星ほし占うらないで、あたしの運勢がいい感じだったから、その報せはいい報せに違ちがいないし」

　あざみは言った。

「はーい」

　対して考えていない間延びした声をすみれは返した。




　さらに半年。

「天才居住区に天才が増えすぎて、居住区の財政状態が逼ひつ迫ぱくしています。区内の状じよう況きようもさらに悪化。内部での天才同士の傷害や窃せつ盗とうなどの犯罪は記録されているもので五万件。自殺者は二万人。衛生状態の悪化で一万五千人がなんらかの疾しつ病ぺいを持っています。予算と監かん視し員、医師の増強を求めています」

「応じられるわけないでしょ！」

　すでに幽ゆう鬼きのような表情になっているあざみである。メールを読むすみれの方は何も考えていないのか血色がいい。

「えー、メールには先があります。応じられない場合、凡人党は執行部案をここに提出いたします。天才収容所を造り、ここで天才を生しよう涯がい収容いたします。これが問題の最終解決となると信じます……だ、そうです」

　さすがに聞いていたあざみも、口をぽかん、と開ける。

　しかし、思考力はすでになくなっていた。

「今日の占うらないの結果は？」

「さいこーです」

「じゃあ、いい報せね。許可して」




○




　天才問題の最終解決案が議会を通過したその頃ころ、都市部のアパートの薄うす暗ぐらい一室に五人ほどの男女が集まっていた。小さなテーブルからはみ出すほどの地図を広げて、その周りを囲んでいる。

　蛍けい光こう灯とうの明かりの下、赤ペンを握にぎっているのは佐さ々さ岡おかひばりであった。このレジスタンスのリーダーである。

　彼女は秀しゆう才さいの能力と、過去の秀才人脈を生かして、現在の政権に反対する者を集めたのだ。現政権の圧政に耐たえかねている者は多く、今や規模は全国に及およんでいる。

「最終解決で収容所に運ばれる天才を救出するために、各地の天才居住区を散発的に解放します。捕とらえられる天才も多いでしょうが、比ひ較かく的てき安全な受け入れ先の民家も存在しますし、海外にもかなりの数は逃にがせるでしょう」

「かなりの数、って全部でどのくらい？」

　そう質問したのは、有あり藤とうかじかであった。

　逃とう亡ぼう生活を続ける中、かじかを捜そう索さくしていたひばりによって発見され、レジスタンスのシンボル的存在となったのだ。才能がなくともカリスマである、とひばりはかじかを評していた。

「二千五百」

　苦しげにひばりは言った。

「それだけじゃ大半が助からない」

「それでもやらないよりましだわ。それに、レジスタンスに加わってくれる者が増えれば、それだけ力になるもの」

「違いない。作戦は？」

「収容所に送られるトラックを襲しゆう撃げきするわ。自衛隊の警備計画は入手しているから、容易なはずよ」

　ひばりは赤ペンで地図にマークをつけはじめた。




　そして計画の当日。レジスタンスが入手していた自衛隊の警備計画は正確なものであった。ひばりが地図に書き入れた通りに郊こう外がいの田舎いなか道をとろとろと人員輸送トラックはやってきた。冷れい凍とう食品を運ぶトラックを改造したのか、荷台は大きな銀色のボックスであり、中はまったく見えない。

　護衛は前後にジープが一台ずつ。それぞれ三人が乗り込んでいる。小しよう銃じゆうを持っているのは運転手以外の二人。つまり、前後合計では四人。それ以上の護衛車両はないが、トラックの助手席には緊きん急きゆう時にドライバーの代わりを勤める一人が座っており、これは銃じゆうくらいは持っているだろう。

「行くわよ」

　トラックが予定の位置を通過した、との見張りの報告を受け、道路近くの林に身を隠かくしたひばりは仲間たちに告げた。

　その数は十五。その十五人が計算された通りに動き始めた。

　農家の家族の変装をした三人が路上に農作業に使う小型トラックを横よこ倒だおしにし、その前方に狸たぬきの死体を転がした。

　そして、やってきた自衛隊の隊列が停止すると、「狸を轢ひいて、びっくりして停まったらトラックが転がってしまった」と助けを求める。

　そこから先はスムーズだった。停車したジープに、海外からの横流し物資である対戦車ミサイルが撃うち込まれたのである。予定通り二発が一台ずつジープを吹ふき飛ばす。

　轟ごう音おんと吹き上がる炎ほのおに驚おどろきはしただろうが、トラックの者たちは対応マニュアル通りに行動した。運転手はトラックを発進させ、助手席の者は本部に連れん絡らくをはじめた。

　トラックは道を外れて田んぼに入る。ジープの残ざん骸がいと小型トラックを迂う回かいするつもりだ。が、その狙ねらいは果たされずに終わる。田んぼに潜ひそんでいたレジスタンス三人がトラックにとりつき、運転席に入り込むと二人を排はい除じよしたからだ。

「七分で終えて」

　計画の進行具合を確認し、時計を見ながらひばりは言った。林に潜んでいた部下二人とともにトラックに歩み寄っていく。部下のひとりはかじかだ。その腕うでには、金属を切断する電動カッターが抱かかえられている。

「んじゃ、がんばりますか」

　かじかはトラックの荷台にとりつくと、扉とびらのちょうつがいを火花を散らしながら切断しはじめた。やがて荷台の扉が、重い音を立てて地面に落ちる。

　トラックの荷台から、むっとする熱気と洗っていない人体の臭しゆう気きが流れ出してきた。

　いきなりの爆ばく音おんと振しん動どう、そして差し込んできた明かりに、中に収容されていた天才たちは、おびえと驚きと当とう惑わくが入り交じった表情でいた。が、その顔には生気がない。虐しいたげられることに慣れてしまった者だけが見せる顔つきだった。

「我々は天才解放戦線の者だ。皆みなの海外逃亡を助ける！」

　ひばりは宣言した。

　ようやく事態を飲み込めた天才たちは、次々とトラックの外に出てきた。

「急いで！　急いで！」

　ひばりが促うながすが、天才たちは不安に表情をこわばらせたままで動きも鈍にぶい。それも当然だった。レジスタンスと言われても無条件で信じる者ばかりではあるまい。別のところに収容されるだけだと考えても不思議はない。

「大だい丈じよう夫ぶだって。悪いようにはしないからさ、カカカ」

　金属カッターを置いて笑うかじかである。

　その声に元気づけられたか、トラックに乗せられていた天才たちが次々に降りてくる。人数を数えるかじかだったが、その数が四十二になったところで、かじかは動きを止めた。

　小こ柄がらで生気のない顔をした少年が降りてきたからだった。

　うつむいていた。

　明らかに顔を背そむけていた。

　しかし……。

「さよりちゃん！」

　かじかが見み間ま違ちがえるはずはなかった。

　髪かみはのび放題になっていて、ひげもちらほら生えていたが、明らかにそこにいた少年は園その川かわさよりだった。

「さよりちゃん！」

　かじかは、さよりに飛びつこうとした。

　さよりは無言で逃にげ出した。

「待って！　どうして逃げるの？」

　かじかはそれを追いかける。

「だって、僕は、君に会わせる顔が……」

　言葉に詰つまるさよりである。

「そんなこと言わないで……！」

　かじかはさよりにすぐに追いついていた。元々差があるというのに、今はさよりの体力は相当落ちていた。あっという間にかじかはさよりを押おし倒たおしてしまう。

「うわっ！」

　かじかがさよりを押し倒す光景はかつてあった園芸部の植え込みでのそれに似ていたが、その意味も結果もまるで違ちがっていた。

「さよりちゃん！　さよりちゃん！」

「やめてくれ！　だって僕は君を……」

「どうあっても結果は変わらなかったんだから、さよりちゃんのせいじゃないさ！　だから、私たちのところに来てくれ！　なんとかなるから！」

「だけど……」

「カカカ！　気にするな！　これが愛というやつだ！」

　かじかはさよりの胸に顔をうずめて笑った。

「愛……」

　さよりはそれを振ふり払はらわずに、そんな気き恥はずかしい言葉をつぶやいていた。

「そうだ愛だ！」

「有藤君……」

「何？」

「ギャグがないな……」

「ああ、もうめっきりないさ。ここ一年ほど」

　かじかはカカカと笑うのだった。




○




「各地で天才が逃げ出しています」

　六本木ヒルズ。毎度のごとくすみれから報告を受けるあざみであるが、すでに峠とうげを越こしてあきらめきってしまったのか、気のない様子である。

「そう」

　ぺらぺらと文庫本なぞをめくっている。

「ま、いいんじゃない」

「収容所は機能をはじめています」

「ふうん」

「その本、おもしろいんすか？」

「ふつー」

　あざみは文庫本をすみれに投げてよこした。

「あ、この小説、つまんないすよね」

「いいじゃん。もうこんなのしかないんだから」

「まともな人はいなくなったってゆーか」

「そりゃそうよ。作家や評論家はけっこう抵てい抗こうしたけどねー」

「でも、〝自分は凡ぼん人じんだが、天才の排はい斥せきには反対する〟ってのばっかりっした……。ゲリラ的にやってた書評サイトなんかは〝才能を評価し、それを認め、それに敬意を抱いだくことで抵抗する〟ってわけわかんないこと書いてるっす」

　すみれはノートパソコンでサイトを見ながらそれを読み上げはじめる。

「〝今、この時代に本当にすばらしい小説を紹しよう介かいできる喜びにうちふるえている。読む前からの期待を裏切らぬ、いや、それ以上の出来だった。とにかく言葉はない。ただ素晴らしい。この作品の存在自体が奇き跡せきなのではないかと思えてくる。気づくとページをめくりながら泣いていたほどだ。読後感は雨上がりに虹にじが架かかった空のようなさわやかなものだ。才能の必要性を痛感する〟」

「なんでそんなつまんない文読んでるのよ」

「いや、これって、今、会長が持ってた本の評価っす」

「うひゃあ」

「っつーか、この書評サイト、なんでもこの調子でほめるので〝断頭台送りサイト〟って呼ばれてるらしいっす」

「あー、この作家も天才になっちゃうんだ。死んじゃうねー」

　あざみは、ははは、と笑って聞く。

「この書評家自身は送られないの？」

「そりゃ無理っすねぇ。自分に才能がないことをアピールするかのような文章っすからー」

「そうねー」

　あざみは、ソファにごろりと転がる。

「ねぇ、才能って何だろう？」

　子供が質問するかのように聞いた。

「知りません」

　すみれは答えた。

「だってさー、書くと死んじゃうのにまだ書いてる作家はいるし、活かつ躍やくすると死んじゃうのにスポーツ選手はまだ試合している。画家も絵を描えがいてる。どれもレベルはどんどん下がってるけど」

「そうっすねー」

「天才じゃないのに自分は天才だって証明したがってるんだよねー。死んじゃうのに」

「そうっすねー」

「でさ、生き残るのはもちろん天才じゃないし、凡人でも努力すらしない人ってゆーか」

「そうっすねー」

「いや、努力ってゆーのも違ちがうか。生き残る努力はしてるんだもんねー」

「そうっすねー」

「今、ここの下に暮らしてる人と、収容所の人は何が違うんだろーねー」

「そうっすねー」

「あー、そうか」

「どうしたんす？」

「才能の無い人間が凡人としてこっちに残ってるんじゃないんだ」

「は？」

「愛が無いんだねー。そっか、ははは。愛があると、収容所に放り込まれちゃうんだ」

「そうっすねー」

「あはははは」

「あはははは」

　二人はから笑いをあげる。

　と、そこにまたも地じ震しん。

　今度も大きかった。耐たい震しん構造のヒルズも大きく揺ゆれる。

「あ、また地震っすよー」

「破は滅めつへの序曲だわねー」

　人間が小さく愛がまったくないあざみは、すべてをあきらめきった声で言うのだった。
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「しかし、地震が多いね、さよりちゃん」

　アパートの一室でかじかはハサミをふるっている。伸のびたさよりの髪かみを切っているのだ。さよりも今回ばかりはかじかのなすがままになっている。ビニールシートをてるてる坊ぼう主ずみたいにかぶった格好で椅い子すに座って目をつぶっている。

「うん。何か気になるね」

「でも、また会えて良かった」

「……そんなに長く離はなれていた気はしないけど」

「長かったってば。具体的には一年以上」

「意外とページ数少ない気もするけど」

「それは言わない約束……っと、髪切れた。こんなん出ましたけど」

　かじかは鏡をさよりの前に立てる。

「ああ、ありがとう」

　さよりは以前のようになった髪かみ型がたを見て、ほっとしたような声を出した。

「むーん」

　と、いきなりかじかがうなり出す。

「どうしたんだい？」

「いや、こんな素直におとなしくしているさよりちゃんはどうもしっくりこない」

「それは……仕方ないだろ。僕は、何も抵てい抗こうできないんだから」

　おどおどした態度で言うさよりである。

「むわー！」

　かじかはいきなり絶ぜつ叫きようした。

「なんじゃ、その態度わー！」

　さよりの首をつかんでがくがくと揺すりはじめる。

「ごががががががががが……！」

「才能が無くなったからなんじゃー！　気合い入れんと箱根駅伝の５区は勤まらんぞ！」

「は、箱根駅伝には出る気はないよ……」

　さよりはなすがままになっている。

　すると、いきなりその動きをはたと止めるかじかである。頭の上に電球を浮うかべて明かりをともしたような顔になる。

「そうか！　さよりちゃんが元気がないんじゃない！　逆に考えるんだ！　〝さよりちゃんがなすがままになっている〟と考えるんだ。ありがとう父さん！」

　得体の知れぬ父に感謝すると、かじかは素早くさよりの身体からビニールシートを取り去った。ついでに着ていたシャツもはぎ取る。

「うわ！　な、何を……！」

「さぁ、これからがエロの時間です。まさに時間ですよ！」

「若い人はマジで知らないから！」

「知らなくてもいい！　ともかくすることはひとつ！」

「こ、この国が大変な時に、もうちょっと他にすることはあるだろう！」

「そんなアフリカには飢うえた子供が居るというのに論法なんぞ今は流行らん！」

　かじかはさよりを大おお外そと刈がりで投げ飛ばすと、一気にマウントポジションを奪うばった。

「おお……さよりちゃんの身体をコントロールできるこの快感……」

　かじかは舌なめずりすると、おびえた様子のさよりの下半身にゆっくりと手を伸ばしはじめた。

「カカカカカカカカカ！　セックスキューズ・ミー！」

「やめろー！」

　しかし、さよりの下半身をしばしなで回したかじかは、やがてこう叫さけぶことになる。

「どうしてエレクチオンしないのーッ！」

「い、いや……普ふ通つう、この状じよう況きようでしないンじゃないかな……」
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「ち、畜ちく生しようーッ！　セリフの〝ん〟はカタカナになッてるくせに、エレクチオンしないなンてッ！」

　かじかはじたばたと暴れはじめる。

「うわ、わかったから、やめろって、こら！」

「やだー！　エレクチオンしてくれないと泣く！　さよりちゃんがインポだってアジビラをまいて世間に周知する！」

　すでにかじかは泣いている。

「泣くことないだろうに……」

「だって愛してないってことじゃん！」

「いや、そう決めつけることでも……」

「え？」

　ぱっとかじかの顔が明るくなる。

「じゃあ、愛してるってこと？　愛してるんだ？」

「だから……それも決めつけるなって……」

「わかった。がんばってエレクチオンさせるね！　優しくすれば大だい丈じよう夫ぶなんだ！」

　素直に喜ぶかじかであるが、行動は全然純じゆん粋すいではない。

「うわ！　やめろ！　さわるな！」

「くぅーっ！　海綿体に血が流入してくる感かん触しよくぅう！」

　かじかが喜びの声をあげたその時……。

「何をしてるのよ！」

　ドアが開く音と、ひばりの跳とび蹴げりが飛んでくるのが同時だった。それほどの素早さでかじかの尻しりを蹴り飛ばしている。

「ぎゃ！」

　かじかは転がってアパートの壁かべにぶつかる。

「ええかげんにしいや！　ウチがちょっとめぇ離はなした隙すきに！」

「なぜ関西弁に……」

「いや、つい……じゃなくて！　あたしが仕事してる隙に手を出すなんてずるい！」

　鬼おにの形相でかじかに怒ど鳴なるが、その直後、いきなり表情を優しいものに変えてさよりの手をとるひばりである。

「ああ、さよりちゃん。これからあたしたち、レジスタンスの星になりましょう！　天才の才能を取り返して、秀しゆう才さいと天才の家庭を築くの。新たな時代の幕開けよ！　凡ぼん人じんを次々にギロチンにかけて、それを見ながら大笑いでワインを飲みましょう！」

「それじゃ出来損ないのフランス革命だよ」

「だって、革命してるんだもん！」

「だもん、じゃなくて……って、天才の才能が取り戻もどせるの？」

　さよりはひばりの言葉にあった一言に気づいて聞き返す。

「そうよ。才能がデータ化されて保存されているらしいの。レジスタンスが集めた情報によれば、データ化された天才性は、貯蔵庫を破は壊かいすれば空気中に拡散し、元の持ち主のところに帰るとか」

「頭のおかしい人が主張している毒電波みたいだね……」

　そして、ひばりは『聖バロウズ学園』であった顛てん末まつをさよりに話す。

「そうだったのか……」

「そうよ。だから、安心して」

「カカカ。そうだ。才能を取り戻せば、こんな秀才など私が蹴け散ちらしてくれる」

　いつのまにやら立ち上がっていたかじかがカカカと笑う。

「あなた、レジスタンスで拾ってあげてからは、あたしとの喧けん嘩か二十戦二十敗なのわかってるの？」

「それさえなければ、私がリーダーに決まっておろうが」

　そう悔くやしそうに言うかじかだったが、その顔は明るい。

「ああ、なんか昔に戻ったみたいだ」

　さよりがようやく顔をほころばせた。

　実に三巻がはじまってからはじめてのことである。

「よかった！　さよりちゃんが笑った！」

　かじかが一大事のように言い、さよりの手をとった。

　さよりの手を奪うばわれた形になったひばりは、むっとしつつも片手を取り返す。

「ともかく、笑ってくれて嬉うれしいわ。才能に関係なく、人は笑っていないとねぇ」

「カカカ。その通りだ。才能に関係なく、全開でいく。それぞ人間の生きる道よ」

　かじかは笑う。

「ああ……でも、やっぱり何かを奪われるのはつらいことだよ……それに……」

　さよりは、そう言って、何かを思い出してはっとする。

「しまった！」

「どしたの？」

「才能を失った、という言葉で思い出した。今まで自分のことで頭がいっぱいで思いつかなかったけれど、僕は大変なことをしてしまったらしい……！」

「大変なこと？」

「僕は先読みで、この先起こるであろう事をなかったことにできるだろう？」

「それで何度も壁に叩たたきつけられたわい」

　カカカ、とかじかは笑うが、次の一言でさすがのかじかも口を開けたまま動きを止める。

「僕は、日本を滅ほろぼすほどの大地じ震しんを止めていたんだ。これまで」

「ええっ～！」

　まさしく超ちよう展開である。

「ちょっと待って！　何その会議で〝日本沈ちん没ぼつの映画が流行ってたからちょっとやっちゃいましょっかー〟みたいな発言であっさり決まったような展開は！」

「そうだ！　いくら『ぱにぽに』と『ネギま！』をあわせりゃなんとかなるだろうってはじめたようなラノベとはいえひどすぎる！」

「そんな非難はどうでもいい……いや、よくないけど……」

　そして、さよりは真しん剣けんな表情も取り戻す。

「僕の予想が正しければ、もうすぐ日本は沈没する」

「……………………」

　あんまりな展開に言葉を失っているのか、事態の深刻さに恐きよう怖ふしているのかはご想像にお任せするが、かじかとひばりは沈ちん黙もくした。

「だけど、僕にはもうそれを止める力がない。力を取り戻さないと……」

　さよりは言った。が、さすがにどうしていいかわからぬ、といった表情を見せる。

　と、かじかとひばりが、同時にさよりの肩かたに手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶ。そろそろ風はこっちに吹ふいてくる」

「レジスタンスが情報はつかんでるから大丈夫だわ。標的は六本木ヒルズ」

「二人とも……」

　さよりは、さすがにジンと来たのか、目を潤うるませる。

「これから作戦を立てましょう。潜せん入にゆう作戦よ！」

　ひばりは親指を立てて見せた。
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　さて、標的となっている六本木ヒルズではまた別の問題が起きているのだった。

「会長、凡ぼん人じん党の執しつ行こう部ぶからっす。えー、防衛大臣が天才の疑いで拘こう束そくされました」

「え？　大臣って、あの禿はげのスケベ親父でしょ？　どこが天才なの？」

「凡人会ではレジスタンスのスパイを疑いはじめて、粛しゆく正せい合戦になってるんすよ。最近、会長は会合に顔出さないっすから」

　淡たん々たんと言うすみれである。

　相変わらずの退たい廃はい的てきな空気の中、あざみはもはや何物にも心を動かされないといった凍こおり付いた表情で座っている。

「凡人会の発足メンバーは？　バロウズ学園の時の生徒会はどうなってるの？」

「それぞれ派は閥ばつを作って、お互たがいの部下を粛正しあっているっす。会長が命令しないから、相対的に彼らの地位が上がったっす」

「そう……」

「でも、これで自衛隊の指揮権は副会長の部下のものになったっす。副会長に指示を出せば、防衛は可能っすかねー」

「防衛って？」

「六本木ヒルズを攻こう略りやくする作戦がはじまっているって一いつ般ぱん市民の噂うわさなんすよ」

「ああ……そう……ここ？　ここなの？」

　あざみは、のろのろと立ち上がってコンピュータルームに向かった。情報を収集するためにモニターをつけると、自衛隊からの各種報告が入ってきていた。

《レジスタンスの攻こう撃げきです！　国会議事堂を狙ねらったものでなく、どういうわけか六本木ヒルズが攻撃されています……！》

　自衛隊はレジスタンスに備えて政治の主要部の警備は強化していた。しかし、ヒルズにはその戦力を割いてはいない。

「ばれていたのね……」

　あざみは自分の身が危険にさらされていることに気づくと、とたんに生きる気力を取り戻もどしたかのように必死な表情になる。さすがに人間が小さい者は違ちがうと感じさせてくれる行動である。

「どうなっているの？」

　報告してきた自衛官に聞く。

《けやき坂交番が襲しゆう撃げきされました。自衛隊員は六本木ヒルズには駐ちゆう留りゆうしていません！》

「な、何をしているの！」

　あざみは回線を切り替かえ、凡人会副会長に連れん絡らくをとると、いきなりこれを怒ど鳴なりつける。

「ヒルズに自衛隊を回して！　すぐによ！」

《うっひゃあ！》

　いきなりの連絡と命令に驚おどろいたようだったが、副会長は素直に従った。自身の部下である若い防衛省の幹部に連絡をしているようだった。

「現状はどうなっているの？」

　あざみはヒルズ内のモニターを監かん視ししはじめる。

　彼女が住んでいるのは、中央部のタワーの中である。施し設せつ内にはテレビ局や映画館、ショッピングモールがあるわけで、戦せん闘とうには当然不向きだ。しかし、襲撃されたということは、ゲリラ的なものだろう。

「どこ？　どこ？　どこ？」

　モニターを選挙特番の時のザッピングよろしく切り替えながら、あざみは眼球をぎろぎろと忙いそがしく動かす。と、その手が止まった。

「いた！」

　並んでいる監視モニターに映し出されているのは、ビルの地下駐ちゆう車しや場じようだ。そこを走っている数人の姿が見える。手にはライフルが握にぎられている。

「あ、あれは、有あり藤とうかじか！」
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「カカカ……一度人を殺してみたかったんや……！」

「やめなさいって」

「なんだよ、さよりちゃん。全盛期のビートきよしみたいな突っ込みして」

「ビートきよしの全盛期っていつだよ……」

「きよしはいつでも全盛期さ！」

「ほら、馬ば鹿かやってないで急ぐわよ！」

　馬鹿なことを言うかじかとさよりをたしなめ、ひばりはエレベーターのボタンを押おした。

　三人は駐車場を抜ぬけ、ビルのエレベーターにまで来ている。

「じゃあ、この後は予定通りに……」

　ひばりが言い、さよりはうなずいた。

　計画はこうである。ひばりとかじかはあざみの住居に乗り込む。一方、さよりは駐車場に隠かくれ、近くのテレビ局が中ちゆう継けいカメラを持ってくるのを待つのだ。そして、ひばりとかじかが天才性を回復するのと同時に、カメラに向かって日本の危機を訴うつたえる。そういう手はずだ。これまでも作戦を成功させてきたひばりの先読みである。さよりもうまくいくだろうと安心していた。

　エレベーターがやってきた。

「じゃ」

「しっかりやれよ、カカカ」

　ひばりとかじかがエレベーターに乗り込んだ。

　さよりは手を振ふって、二人と別れた。エレベーターの扉とびらが閉まった。




　居住区の最上階でエレベーターを降りたひばりとかじかは、一直線にあざみの部屋を目指した。扉の番号を確認すると、扉をライフルで撃うち抜いて鍵かぎを破は壊かいする。

「ぎゃぁああああ！」

　中から悲鳴が聞こえてくる。

「聞いたことがあるような声だな」

　かじかはつぶやいた。

「こちらも調べていて驚いたけれどね、黒幕は我らが母校の生徒会長様よ。言ってなかったっけ？」

　ひばりはそう言って、扉を蹴けり破った。

　目抜き通りを闊かつ歩ぽする愚ぐ連れん隊たいのような堂々さで土足のまま二人は中に踏ふみ込む。

　奥おくに逃にげていくあざみの背中が見えた。

「や、やめて！　許して！　和解しましょう！」

　あざみは応接室に追いつめられてしまっていた。ソファの陰かげに隠れてぶるぶると震ふるえている。

「そうはいかねぇっての。長引くと自衛隊が来ちまうって」

「それに、自衛隊の警備も、警察の警備もなかった。ってことは、あんた黒幕過ぎて保護されてもいなかったってことね。殺されてもここの政治体制は変わらない……人質にすらならないってことでしょ？　さっさと用件を済ませましょうか」

　かじかとひばりは、あざみにライフルを突つきつけ、さらに二人揃そろって踏みつけた。

　特におでこを中心にぐりぐりとやりつつ、かじかは聞く。

「凡ぼん人じん化光線で集めた天才データはとやらはどこにある？　……それにしても、でこがすべるな、お前」

「いやぁあああ！　助けてぇ！　すみれぇ！」

「すみれ？　もう一人いるのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。あの転校生のことよ。あの役に立ちそうもない人」

「憶おぼえてもいねぇや。まぁいい。そっちも拘こう束そくしよう」

　かじかがあざみのでこを足から解放した。そして、振り返ると、動きを止める。

「あ？」

　かじかは首をかしげた。

　応接室から奥への扉の前に、すみれが立っていた。

　凡ぼん庸ような顔。凡庸な表情。だが、その態度だけは凡庸ではなかった。

「あんたらが探している機械は、この奥だけど、そうはうまくいかないってゆーか、ここで阻そ止しするってゆーか」

　すみれはバカそのものの口調で言った。

「んだ、てめぇ？」

「すみれ様だよ。そして、まさにここまで計画通りってわけ」

「計画通り？」

　さすがに、かじかも異常に気づく。すみれのここまでの自信満々な態度。凡人のものではない。

「てめぇ、何者だよ？」

「この世界で二人だけになった天才様の一人。ってゆーか、もう一人は佐さ々さ岡おかさんの足あし下もとにいるけどね」

　すみれはあざみを指さした。

　あざみは、あまりのことに色を失う。

「ちょ、何なの！　すみれ！　助けなさい！　なんだかわかんないこと言ってないで！」

　すみれは、その呼びかけに、大きくかぶりを振った。

「残念！　実は、あたしとあなただけが天才だったのです……斬ぎり！」

「うわ、つまんねー。やっぱ、おめぇ才能ないだろ」

　かじかがあきれる。が、すみれは気にせず解説を続けた。

「そっちの才能は、今は使っていないからね」

「……な？」

「あたしは、才能を吸収する天才。ってか、他人の才能をいただく天才っつーことなんさ」

「ぎょぎょー！」

　かじかもこれには驚おどろきの声をあげる。

　ひばりもさすがに予想外だった、という表情だが、何より驚いていたのはあざみである。

「う、嘘うそでしょ、すみれ！」

「嘘もなにもないっすよ。どこの科学で凡人化光線を作れるってんすか？　あれ、あたしの力っす」

「ひぃいいいいい！　裏切ったな！　あたしの気持ちを裏切ったな！」

　泣きわめくあざみ。

「裏切ったのではない。表切ったのだ。最初からこのつもりだったのだから」

　笑うすみれである。

「あんた、能力吸収以外、マジで凡庸やなー」

「そりゃ他人の能力を吸収するんだから、基本は凡庸に決まってるっしょ」

「で、このつもりって？　どんなつもりさね？」

「この世界でただ一人の天才になり、滅ほろんだ国から一人で逃げ出そうと思って」

　にやり、とするすみれである。

「一人で逃げ出すだと？」

「あたしは凡庸すぎてね。誰からも無視されてたっつーか、いじめてすらもらえなかった。何をしようとあたしがしたことに意味はなかった。犯罪行こう為いをしたところで、殺人でもなければ捕つかまらなかったんよ」

「そら凡庸だもんな」

「能力を奪うばえることに気づいたけれど、そこでも基本的には変わんなかった。他人のまねごとをうまくできるってだけなんよね」

「そらそうだろうね」

「そこで、それがなぜなのかと考え、この国の才能偏へん重ちよう社会に問題があると気づいたっつーか、その才能資本主義ともいうべき体制に疑問をもったんよ」

「馬ば鹿かにしちゃ上出来だな」

「何とでも言いなっての。そこで生徒会長に近づいた。同じような都合のいい考えを持っていたから」

　すみれは、あざみに目をやる。

　あざみはひばりに踏ふみつけられながらも息をのんだ。

「なんですって！」

「あなたは、ねたみそねみの天才なんすよ。あなたはそれには気づいていなかったけど。でも、その才能はあたしには役に立った。参さん謀ぼうとしての才能でサポートすれば、あなたはねたみそねみだけで天下を取れたわけだし」

「長々と言ってるが、つまり、てめぇが黒幕ってことか」

　かじかは喧けん嘩かを売る時の目つきになる。

「そんなとこっすねー。でも、あなたが昔やってた立場とそんな変わんないっしょ？　ま、二つばかりクッション挟はさまないと命令できないけどさ」

「それで、ここまで国をぼろぼろにしてどうする？」

「だから、滅ぼすって言ってるじゃん。嫌きらいなんだよね、みんな」

「うわ、動機だけは本当に凡ぼん庸ようだな……」

「だから、凡庸なのは認めてるじゃん」

「凡庸でありがとう。ところで聞きたいことがあるんだけど？」

「答えたくないな」

「じゃ、こっちはとりあえず、安心してあんたを殺せるってことだ」

　かじかはいきなりライフルを発はつ砲ぽうした。

　すみれは腹部に銃じゆう弾だんを受け、身体をくの字に折り曲げて吹ふき飛ぶ。

「ちょ、ちょっとかじか！」

　さすがにひばりが声をあげる。

「大だい丈じよう夫ぶだって。試しただけさ。どうやって能力を使うのかを聞きたかったんだけど、答えないって言うからね」

　かじかはひばりに、そちらを見ろ、と、すみれの死体に向かってあごを振ふった。

　すみれは腹を血まみれにし、着ていた服も破れてはいたが、よっこらせ、と立ち上がったところだった。

「こちの力だね」

　かじかは言った。

「そーゆーこと。一回にひとつの力しか使えないから、まずは常にこれを使っておかないとねー」

　すみれは笑う。

「やっぱりそういうことか。ギャグの天才の力も持ってるはずなのに、ギャグがつまんないのはどうしてかな、ってね」

「あんた……才能なくても、頭いいね」

「カカカ。ほめるな。当然なのだ。じゃあ、もう一度聞こうか。天才たちに元の力を戻もどすには、どうするんだ？」

「教えるわけないって。でも、殺されると嫌いやだから、言っておくか。あたしがその気にならないとダメなんだ。悔くやしかったらあたしの気が変わる魔ま法ほうでも使ってみるんだね！　死んでも、この力は戻らない」

　すみれは言い切った。

「ふざけるな！」

　かじかはライフルを撃うつ。

　銃じゆう声せいが長く部屋に反はん響きようする。

　すみれの身体はちぎれて吹き飛ぶ。

　だが、さすがにこちの力。上半身と下半身が分ぶん離りしても、すぐに復活してしまう。

「復活するって言っても痛いだろうが！　力を返さないとやり続けるぞ！」

　かじかは脅おどす。

　しかし、すみれは首を横に振った。

「だが断る！」

「断り方までパクリかよ！」

　かじかはさらに銃弾を撃ち込んだ。

　しかし、そのかじかの肩かたにひばりは手を置いた。

「時間が経ちすぎているわ。このままだと、さよりちゃんが危ない」

「ぬぅ……！」

　かじかは唇くちびるをかんだ。

　確かに、この状じよう況きようではどうすることもできなかった。




　そして、さよりはその心配通り、危機的な状況にあった。

　計画のある側面だけはうまくいっていたと言っていい。ひばりの予測は当たっていたわけだ。さよりはテレビカメラに追いかけられていたのだから。

　しかし、それには警察もおまけについていた。さよりの先読み能力が戻らなければ、絶対に助からない状況である。

　そして、すみれがその気にならねば、力は戻らないのだ。

　つまり、さよりは絶体絶命。

　駐ちゆう車しや場じようを走って逃にげるが、駆かけてきた警官にすぐさま取り押おさえられてしまう。

　そこに〝逮たい捕ほの瞬しゆん間かん〟を逃のがすまいと野次馬そのものの態度で走り寄ってくるカメラを持ったテレビクルーたち。

「うわぁああ！」

　さよりはもがくが、警官たちが腕うでをねじり上げる。

「ご覧ください。天才の捕とらえられた瞬間の映像を生なま中ちゆう継けいでお届けしています」

　アナウンサーがカメラの前で騒さわぎ立てる。

　カメラはアナウンサーとさよりの逮捕される現場を同時にカメラに納める絶ぜつ妙みようのポジションを維い持じしている。

　カメラが回っているなら、目的は果たせる、とさよりは思う。

　きっ、と顔をあげた。

「テレビを見ている人に言いたい！　こんなことはもうやめるんだ！　僕はかつて天才だった！　未来を予測する天才だ。その僕が予告する。もうすぐこの国は海に沈しずむ！　地じ震しんはその兆候だ。だから……」

　そこまで言ったところで、警官がさよりの口をふさいだ。

「て、天才が何か言っていますが……惑まどわされてはいけません……」

　アナウンサーがあわててそう口にした。




○




　とある山中に不気味なほどメルヘンな雰ふん囲い気きの山小屋があった。ピンク色で小さな三角形の屋根を持つそこには、荘そうめだかが独りだけで暮らしていた。

　いや、独りだけというのは正確ではない。不気味な格好のカエルたちも一いつ緒しよだった。

　とてもカエルには見えない卵形の謎なぞの存在は、まさしく魔法生物と言うのがふさわしい存在だった。

「げっげっげげげげげ」

　と鳴いては〝耳がおっきくなっちゃった〟等の手品を見せて、泣いてばかりいるめだかをなぐさめているカエルたちであった。

「正直、同じネタどころかつまらないネタでうんざりでしゅ……」

　めだかの持つ魔ま法ほうのスティックの光も消えかけている。この世界から夢がなくなったため、魔法世界『インターゾーン』が滅ほろびかかっているのだ。

「げっげっげげげげ」

「何？　テレビをつけようでしゅって？　だって最近はつまんない番組しかなくって……え？　そんなこと言わないで？　しょうがないでしゅねぇ……」

　めだかは魔法で出したテレビのスイッチを入れる。

　画面に映し出されたのは、まさに捕つかまっているさよりの生放送であった。

「しぇ、先生……！」




　秋葉原のとあるビルの地下。ここに会員しか入れない秘密クラブがあった。禁制となったアニメや同人誌を交こう換かんする目的で作られたオタククラブ。そこの女主人こそが、家を出て裏社会に潜ひそんだすずみであった。

「あつしの同人誌が五万円ってのはどういうことですか？　ぼったくりでしょ？」

　いかにもなオタク少年が、カウンターの奥おくに居るすずみにケチを付ける。

「あん？　あなた、天才狩がりの前に夭よう折せつした天才である山﨑あつし知らないんですの？」

　ぼさぼさ髪かみに半ば隠かくれた眼鏡の奥の目を光らせてすずみは言う。

「こんな時代にオタクやってるんだから、大したタマかと思ったらそうでもありませんことね。いいこと？　あつしの同人誌はもう複製もできませんの。データも原画もありませんからね。コピーでは画質が劣れつ化かしまくりでしてよ」

「そういうことじゃないっすよ。このデッサンの狂くるいですよ。倉は馬ば鹿かみたいにでかいし、人体は曲がってるし……」

「リュミーン！　だまらっしゃい！　そんなことでは良い動きはできなくってよ！　かつてあった掲けい示じ板ばんでは、それが味とされていましたの！　知らないなんて、あなたゆとり世代ね！」

「そんなんなら、買わないからいいっすよ」

「おとといいらっしゃいな！」

　少年を追い出して、すずみはいらいらとカウンターの奥にあるテレビをつけた。そして、そこに映し出された映像は……。
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　秋田の港町。ここをなぜかふらふらと歩いている女子高生が一人いた。放ほう浪ろうが板に付いているといった風情である。車寅とら次じ郎ろうよりもフーテンが似合っている。手には一いつ升しよう瓶びん。愛あい甲こうしいらである。

「昔、ロッテの愛甲もどこかに消えたー」

　よくわからない歌を歌いながら、寂さびれた商店街をあっちにふらふら、こっちにふらふらと歩いている。

　と、薄うす汚よごれた電器店のウィンドウの向こうにある液えき晶しようテレビに映されている映像に目がとまった。

「あ、さよりちゃんだ……」
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「計画は失敗……ごめんなさい。あたしのせいで」

「ま、誰のせいでもないわな。向こうにあんなんがいるなんてなぁ……」

　六本木のクラブの裏路地のゴミ箱に隠れながら、かじかとひばりは悔くやしさをかみしめていた。

「さよりちゃん、捕まっちゃったよねぇ……」

「計画を前まえ倒だおしにして一いつ斉せい蜂ほう起きしかないか」

「向こうも対処してくるでしょうけど……それしかないわ」




○




「うわぁあああああ！　いったい何なのよ！」

　コンピュータルームにこもって半はん狂きよう乱らんになっているのはあざみである。

　かじかたちが自衛隊の突とつ入にゆうによって追い返されてからこっち、騒さわぎっぱなしである。

　彼女の小さいキャパシティには、収まりきれない事態というわけだった。

「いーんじゃないんすか？　気にしなければ」

　気楽に言うすみれである。

「あんたが悪いんじゃない！　天才だったなんて！」

　あざみはわめく。

　自衛官は部屋のすぐ外に警備に立たせているが、彼らはすみれの正体については知らない。おまけにコンピュータルームは防音である。外に声は届かない。実質、すみれに監かん禁きんされているようなものだ。

「天才っつーか、天才としては、欠けつ陥かんがあるっつーか。ま、会長ともお互たがい欠陥がある同士ってことで仲良くしましょうや。それに世間で凡ぼん人じんって言ってる人で収容されてない中にだって、ネガティブな方面の才能を持った天才だって多いんすから。そいつらは自分のことを凡人だと思ってふつーに暮らしてるっす」

「な、何が言いたいの？」

「まともなのは、あたしだけってことっす。早くみんな死ぬといいっすねー」

　すみれは、興奮してもおかしくなってもいなかった。当然のこととしてそう言っているのだった。

「才能は欠落と同じなんすから、平等って言葉で踊おどらされたらえらいことになりましたというわけっす。で、まぁ、実際、園その川かわ先生の言っていたことは正しいわけで、みんな死ぬんですよ」

「え？」

「地じ震しんで海に沈しずみます。この国オワタ」

　すみれは両手を広げた。
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「そ、そんな気楽に言われても……！」

　あざみはうめくが、すみれは平然とした態度を崩くずさない。

「ああ、生き残りたいんなら、会長は今度異世界を召しよう還かんするから、そっちに行ってもいいっすよ」

「異世界!?」

　またもいきなりの展開にあざみは絶句する。

「異世界探知の天才能力と、異世界召還の天才能力を吸収したっす。この国が沈ちん没ぼつする前に、この国に異世界を召還する祭りを行いましょう、国家規模で！」

「……何を言っているの？」

「民族の祭典を行うっす。つまり大党大会っすよ。最後の祭りですよ」

「ま、祭り……」

　ぽかんとするあざみの前で、すみれは近くの神社の村祭りを待つ子供のような顔つきで手を広げる。

「国の最後の祭りっす！　楽しくしましょう！」

「楽しく……する……？」

　あざみはあまりのことに恐きよう怖ふを感じている。

「嫌いやだなぁ、会長がやるっすよ！　会長が、表に出て総統になって、祭りを主しゆ催さいするんすよ！　カリスマ性はあたしがなんとかするっすから、みんなが会長を褒ほめ称たたえるっす！」

　すみれは相変わらず素直な口調で言うのだった。

　これまであらゆることに無関心だったすみれが、熱くなったように見えたのはこの会話の中だけだったが、凡ぼん庸ようであるだけにそれまで何かを熱望するということのなかったすみれが、大会にだけは熱意を持っていることに、あざみはさらにおびえる。

「そ、それがしたかったの？」

「いや、逃にげたかったんすよ。でも、派手な方がいろいろ面白いしー」

「で、でも、才能も何もないこの国で、楽しい祭りなんて……」

「いや、マスゲームなら才能いらないっす！」

　すみれは断言するのだった。




○




　それから、レジスタンスとすみれの暗あん闘とうがはじまった。レジスタンスは一いつ斉せい蜂ほう起きの準備を早急に進め、大方の読者に興味がないから割愛するが、すみれはあざみを正当な選挙の結果として国家の全権力を握にぎる総統に据すえることに成功していた。

　しかし、そんなさなかでも大型の地震が二日に一度の割合で頻ひん発ぱつし、人々は嫌でもさよりの予言の正しさを思い起こさずにはいられなくなっていた。

　後になって粛しゆく正せいのために天才とされた者たちと違ちがい、初期の本当の天才たちの存在は、人々の間で恐怖の対象となっていたのである。その不安も天才狩がりに一役買っていたわけだが、その恐怖はさよりの言葉を真実と信じこませる原因にもなっていた。そこから世界が破は滅めつするという不安が広がりはじめていたのである。

　それでも、あざみのカリスマの才能――正確にはすみれの才能――は、ばらばらになりかけていた国を一気にまとめ上げた。

　国の救世主としてあざみは国民からの熱い歓かん迎げいを受けることになった。

「素敵！　可愛かわいい、あざみ様！」

「おでこが知的！　我らが凡ぼん人じんの知ち恵えの集大成！」

「凡人の神！　これこそ我らが凡人のもっとも凡人たる姿！」

　人々は熱ねつ狂きようした。就任式典が国立競技場の跡あと地ち――競技が禁止されているため競技場としては使われていない――で行われることに決まると、さらなる熱狂が国全体を覆おおうのだった。




「しかし、カリスマの才能といえど、正体を知っている者には効果なし……そして、極度の貧困や苦難で他人を尊敬する暇ひまがない者にとっては！」

　かじかはさすがにカリスマの才能の弱点をよく把は握あくしていた。レジスタンスの中にも寝ね返がえる者は出るだろうが、その被ひ害がいを事前に防ぐため、かじかが作った〝あざみに心しん酔すいしているかどうかテスト〟を行っていた。そのせいで即そく座ざに一斉蜂起することができなかったわけである。

「第一問。あざみは高校の生徒会長のとき、水泳部に戦いを挑いどんで負けた。○か×か」

　これはマルバツテストと見せかけてそうではない。悩なやまずに、「そんなはずがない！」などと言い出した者があざみのカリスマにあてられているということなのだ。

「だいぶ排はい除じよできたが……それにしても、攻こう撃げきが遅おくれるのは痛いな……」

　森に作られた訓練所で行われている試験の様子を遠目に見ながら、かじかはひばりにぼやく。

「仕方ないわ。それより、総統就任式典の日時と内容が決まったわよ」

　ひばりは秘密裏に手に入れた内部資料を広げる。

　マスゲームとあざみの演説しかないような式典だが、中に見み逃のがせない項こう目もくがひとつあった。

「な！　天才の処しよ刑けい！」

「そうよ。おそらく、あの予言をしたさよりちゃんを見せしめに処刑するのよ」

　ひばりは深刻な顔でうなずく。

「時代が逆行しすぎだ！　んんんんんー、許るさーん!!　私のさよりちゃんを!!　一年前のお前と同じ様に地じ獄ごくへ叩たたき落してやるぞ!!」

　かじかは、ぐっと内部資料を握りしめた。

「相変わらずどっちが悪役かわかんない人ね……」




○




　就任式典の当日はよく晴れていた。

　控ひかえ室であざみは浮うかない顔だった。

「うう……胃が痛い……」

「大だい丈じよう夫ぶっすよー。別にこの世界ももう終わりなんだしー」

　側近のすみれが気楽に言う。

「そんなこと言われて冷静でいれるか！」

「そんなことないっすよー」

「あんただけよ！　やっぱりあんたある種の天才なんだわ！　そう、凡人の天才！」

「ま、そうでしょうかねー、結局」

　すみれは鼻歌交じりに言い、「さぁ」と手をあざみに差し出した。

「時間ですよ」

　あざみの服は襟えりに毛皮のついている長いマントで、頭にはティアラが乗っている。時代錯さく誤ご極まれりという格好だが、その姿が側近のすみれを引き連れて国立競技場跡に作られた赤絨じゆう毯たんの道を歩きはじめると、観客席を埋うめ尽つくした十万人の人々は絶ぜつ叫きようにも似た歓かん声せいをあげた。

　あざみはがちがちに緊きん張ちようしていたのだが、その緊張が観客席に見えるはずもない。人々はゆっくりと歩くあざみに荘そう厳ごんさを感じているようで、口々にその重々しさを褒ほめ称たたえるのだった。

　そして、あざみは国立競技場跡の中央に作られたピラミッド状のステージの階段を登りはじめた。その姿が、競技場跡のスクリーンに映し出される。このころになると、あざみも状じよう況きように慣れてきてしまい、笑顔で手など振ふってみせるのだった。

「ああ……もしかしたら、気持ちいいかも……」

　もともと人間の小さいあざみである。すぐさま気分が良くなってしまうのであった。

　そして、ピラミッドの壇だん上じように立つと、そこのマイクで観衆に呼びかける。

「あたしが総統の玄げん岡おかあざみです」

　するとすぐさま巻き起こる歓声。

　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！

　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！

　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！

　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！

　その声を手を横に振って制す。

　十万の観衆が一いつ瞬しゆんにして静まりあざみの次の声を待つ。

　――あたし、手の動きだけで十万の観衆を操っている……。

　あざみはそれがすみれの力であることも忘れて感極まった声で叫さけぶ。

「あたしが総統の玄岡あざみです！」

　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！

　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！

「あぁたぁしぃがぁ！　そぉうとぉうのぅお！　げぇんおくぅあ、あざみぃですぅ！」

　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！　あざみ！

「ぬぅぁあとぅぁあすぅうぃいぐぅぁあ、すぅうぉおぅうとぅうぉお（以下略）」

　あざみ！　あざみ！（以下略）

　結局、都合五回ほど名乗りを繰くり返したあざみである。

　その後、国立競技場跡のグラウンドで二万人によるマスゲームが繰り広げられた。練習などろくにしていないものだから、大勢が旗を持ってぐるぐる回っているだけの間ま抜ぬけなものになったが、それでもあざみは上じよう機き嫌げんだった。

「ああ、これが国家元首……」

　うっとりとしている。

　それが現実に引き戻もどされたのは、遠くから爆ばく発はつ音が響ひびいてきたからだった。

「な、何？」

　マスゲームがやかましかった国立競技場跡である。その中央にいるあざみまで爆発音が聞こえたのだから、これは尋じん常じようではない。

「どういうことなの？」

　ピラミッド状のステージの下に向かって怒ど鳴なる。そこには隠かくし階段があり、スタッフとすみれが客席から見えないようにカンペを渡わたしたりマイクを調整したりしていたのだが、顔を覗のぞかせていたすみれが、小声であざみに告げる。

「来たっすよー。レジスタンスの反抗っすよー」

「ええい！　見事鎮しずめてみせよ！」

　いきなりお殿との様さまだかなんだかわからない口調で命令するあざみである。現実に引き戻されても、総統気分は尾おを引いている。

「いや、そんなこと言っても、この国オワタんすから」

　へへへ、と笑うすみれ。

「楽しみの一いつ環かんとして、各地からの報告を大スクリーンに映しますから！」

「な、何を言ってるの!?」

　さすがにそこまでのことをするとは思っていなかったあざみだが、すみれは至極当然という表情でうなずいた。

「予測してたに決まってるっしょ？　楽しみましょうよ、ねー」

　すみれが背後に合図すると、階段の下にいたスタッフがうなずいた。スクリーンに各地の様子をマルチカメラで映し出す。

「え、映画じゃないんだから……」

　あざみはスクリーンを振り返って絶句した。

　パニック映画そのものの画面だ。分割されたマルチスクリーン。それぞれには渋しぶ谷や、お台場、国会議事堂など、放送局や政治拠きよ点てんの文字がある。もちろんそこのＬＩＶＥ映像が映し出されているのだ。

「あ……あ……」

　口をぱくぱくさせるあざみ。画面はどこを見ても走り回る自衛隊員と戦車、そして爆発しか映されていない。

「マルチスクリーンで戦争の生なま中ちゆう継けい！　見たかったと思うっすよー、みんな」

　すみれの言葉通りだった。国立競技場跡あとを埋うめ尽つくした観客も、マスゲームの参加者も、全員が悲鳴もあげずにスクリーンを見上げているのだ。不安の声はささやかれている。それでも、彼らはどうしていいかわからないのだ。

「うわぁぁあああ」

　どうしていいかわからないのはあざみも同じだった。

「いやぁ、落ち着いてくださいってゆーか、気にしないで」

　背後から悪あく魔まのごときすみれの声が聞こえる。

「さぁ、会長、国民に呼びかけるっす。これから天才の処しよ刑けいを行うと！」

「え……え……えぇえええええ！」

　さすがに驚きよう愕がくするあざみである。

　ここで何が行われるかは、あざみには知らされていなかった。

「そして、天才を処刑すれば、異世界への扉とびらが開くっす。それを国民に呼びかけてくださいな。さ、早く！」

「で……できるわけないでしょ、そんなこと！」

　あざみは抵てい抗こうする。

　しかし、あざみの目を見ているすみれの目が光った。

「言うっす……！」

　もちろん、これはギアスの力……ではなく、他人に言うことをきかせる天才の力である。

「ひぃいい……！」

　抵抗する意志はあったが、あざみはあっさりと陥かん落らくする。目が光を失い、即そく座ざにマイクの前に戻ると、すみれに指示された通りの内容を叫さけぶのだった。

「天才の解放を叫ぶ反乱者たちに、このあたしは倒たおせません！　天才とは忌いむべきものであり、抹まつ殺さつすべきもの！　あたしはここに、この反乱に勝利し、世界を救うことを約束しましょう！　世界は反乱軍の仕業により、壊かい滅めつの危機にあります。その危機を救う方法をあたしは知っています。今、ここに一人の生け贄にえを用意しました。かつて天才であり、その力で国家の中ちゆう枢すうにまで支配力を持っていた極悪人！　園川さよりです！」

　あざみは、ピラミッドの下を指さした。そこに、十じゆう字じ架かにかけられたさよりがいた。

「彼を殺し、儀ぎ式しきを行うことで、異世界への扉が開きます！　いきなりのことで驚おどろきでしょうが、世界を救うには、そうするしかないのです！　選ばれた民のみが異世界に行けるのです。さぁ、祈いのりなさい。そして、天才への憎にくしみを高めるのです！」

　あざみは大きく両手を広げ、高らかに叫んだ。

　明らかに支し離り滅めつ裂れつな内容であった。観衆も、さすがに言葉の内容にきょとんとしている。

　しかし、あざみが次の言葉を叫んだのと、地じ震しんが起こるのが同時だった。

「天変地異が起こるのです。これは止められない！」

　かなりの震しん度どである。客席の人々は椅い子すにしがみつき、マスゲームの参加者はグラウンドに座り込んだ。

　これが荒こう唐とう無む稽けいなあざみの言葉を人々に信じさせた。

　これまででも最大級の地震であったからだ。

　地鳴りと国立競技場跡がきしむ音がいつ果てるともなく続く。

　そのうなり音にあわせて、あざみの声が観衆の心に直接語りかけるかのように響ひびく。

「この世界は破は滅めつします！　それは、すべて、あの園川さよりの仕業なのです！」

　あざみは十字架にかけられたさよりを再び指さした。

　さよりはうなだれたままだった。

　悲鳴と歓かん声せいが渦うずとなって立ち上る。

　人々が生け贄に興奮する様は、まさに時代が逆行したかのようだった。
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《百里基地、確保成功》

《足立区天才居住区、解放成功》

　かじかのいる野営地の無線には次々と蜂ほう起きの成功報告が飛び込んでくる。蜂起前にはすでに自衛隊はかなり弱体化していたのだ。

　が、その報告のさなかにあの地震である。

「地震がおさまらねぇ……」

　嫌いやな予感に顔をしかめるかじかである。

「急がないといけないわね」

　ひばりも同意するが、不安に顔色は悪い。

　事実、行き当たりばったりでの行動である。個々の戦せん闘とうには勝利しているが、最終的にすみれの能力が問題になってくる。彼女の言葉通りなら、彼女がその気にならなければ、能力は死んでも手放せないという。

「まぁ、なんとかなるさ」

　かじかは言った。

「揺ゆれがおさまればな……」

　地震はまだ続いている。

　そこにせっぱ詰つまった声の通信が飛び込んできた。

《こちら銚ちよう子し沖おき海上！　津つ波なみです！》

「なんだって！」

　さらに各地から津波の報告が入る。戦闘はどこもレジスタンスの勝利に傾かたむいていたはずだったが、それすら無意味にしてしまうような破は壊かいが押おし寄よせてきているようだ。

「ホントに世界の破滅なんだなー」

「世界というか、この国の、でしょ」

　ひばりがそう言った時、野営地のテントが倒れた。その瞬しゆん間かん、ちょうど揺れがおさまる。

「もうちょっと早くおさまってくれればな」

　かじかはテントの外に出る。ここは横よこ須す賀か天才居住区の近く。が、外の景色をみてぎょっとした。戦闘の結果だけではないだろう。街は瓦が礫れきと化し、そこかしこで煙けむりが上がっていたのだ。

「冗じよう談だんじゃないわね」

　後から出てきたひばりも身を震ふるわせる。

「テントの無線機も壊こわれちゃったわ。で、どうするっての？　この後、計画があったんでしょ？　あたしの計画を遮さえぎって立案したくらいの」

　かじかに聞く。

「ヘリで飛んでいくつもりだったんだよ」

「ヘリで？」

「横須賀の基地には動くのがあるだろう」

　瓦礫の中を歩き出すかじかである。

「操縦できないでしょ？　何言ってるの？」

「居住区を解放すればなんとかなるさ。捕つかまってる奴やつらがいるんだからさ」

　かじかはずんずんと進んでいく。

　すでに戦闘の結果、横須賀はずいぶん前に解放されている。そこに押し込められていた天才たちは破壊のひどい地域からは逃にげ去っていた。

「もう誰もいないわよ。どこに行くの？」

「重犯罪者にされた奴は、逃げられずに監かん禁きんされてたはずさ」

　向かったのはむき出しのコンクリートの厚い壁かべで覆おおわれた建物だった。さすがにこれは倒とう壊かいせずに残っている。

　かじかはその建物に入った。ほこりの舞まう薄うす暗ぐらい室内にかろうじて見えるのは鉄格子だった。まさに牢ろう獄ごくらしい牢獄。調度品など何もないまさに監かん獄ごくである。

「いるかい？」

　かじかは聞いた。

　その声がむなしく反はん響きようする中、なんとそれに答える声があった。

「その声は……」

　弱々しいが、確かに男性の声。かじかが歩を進めると、鉄格子の中に疲つかれ切った白人男性が座っている。

「ジョージ、すまなかったね」

　かじかは言った。

　牢獄にいたのは、かじかに協力していた元米軍の男、ジョージ・マッケンジーだった。

「あんたは……！」

　驚おどろきにジョージは目を見開く。

「迷めい惑わくをかけたこともわかってる。私には昔みたいなカリスマがないこともわかってる。でも、あんたの力を借りたいんだ」

　かじかは言った。

　ジョージは、ふらりと立ち上がった。

「大だい丈じよう夫ぶ。あんたは今でもカリスマだよ」

　そして、ジョージは鉄格子越ごしにかじかの手を握にぎった。
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　その様子を見ていたひばりは、思わずつぶやいていた。

「何？　これって、いい話……なの？」
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　東京上空をヘリが行く。

　もちろんジョージの操縦するヘリである。乗客は武装したかじかとひばり。目指すは国立競技場跡あとだ。

「えらいことになってるな……」

　上空から見た東京は地じ獄ごくだった。あらゆるところで火事が起き、倒壊した建物の周囲を着の身着のままの人々が所在なく立ちつくしている。あらゆる気力を失ってしまっているらしい。災害用のテレビやラジオ、携けい帯たい電話を注視している者もいるが、そこから流れてくるのは、すべてあざみの声だけだった。

《園その川かわさよりの力によって、この地じ震しんは起きています……彼を殺し、異世界を呼び寄せるための儀ぎ式しきを行いましょう……》

「むちゃくちゃだ」

　ヘリでその声を聞いていたかじかはつぶやく。

「いいかげんギャグばかりの話だけど、とうとう行き着くとこまで行ったわよね」

「電波だな」

「ひどい話ねー」

　ひばりももはや悪態をつくしかない。

「しかし、そんなんでさよりちゃんを殺されてたまるか！　ジョージ、急いで！」

　かじかは急せかす。そのかいあって、ほどなく国立競技場跡が見えてきた。

「うわ」

　さすがにかじかも毒気を抜ぬかれた声をあげる。

　国立競技場跡は、その周辺を何重にも人の輪が取り巻いていた。あざみに助けを求める人々が、中に入れないまでも少しでも近づこうとしているのである。

「この国オワタ」

　思わず声を揃そろえてしまうかじかとひばりである。
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　その頃ころ、国立競技場跡の中は最高潮の盛り上がりに達していた。

　十じゆう字じ架かにかけられて気絶しているさよりがピラミッドの頂点に立たされており、その前には先せん端たんが曲がっている長いナイフを持ったあざみが立っているのである。

「彼を殺して異世界を召しよう還かんする！」

　あざみは叫さけんだ。

　いや、叫ばされていた。

　その背後には、すでに姿を隠かくしていないすみれが立っている。

「いやー、この馬ば鹿か馬ば鹿かしさ！　この終末感！」

　すみれは国立競技場跡を見回す。

　スクリーンには各地から入ってくる惨さん事じの映像。燃える街。走る戦車。爆ばく発はつ。銃じゆう声せい。そして、はじけ飛ぶ死体。

　周囲はどこを見ても人。もはや何を叫んでいるのかわからないが、悲鳴と歓かん声せいが入り交じり、巨きよ大だいなうねりと化している。人々の熱ねつ狂きようと悲ひ嘆たんと絶望が全部ピラミッドの下にある。

「これがＤＱＮとヒッキーの夢見た終末っすよー。ピラミッドを囲むＤＱＮ！　そして、異世界の到とう来らいに救いを求めるヒッキー！」

　すみれは満足げである。

「さて、マジで異世界召還しますか……」

　すみれは手を挙げた。その動きにシンクロして、あざみの手も上に。

「見よ！　ここに異世界はやってくる！」

　晴れた空に突とつ然ぜん、巨大な黒い雲が出現した。

　国立競技場跡に竜たつ巻まきが出現したかのように、それは渦うずを巻きはじめる。
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　その渦の中心に、ぽっかりと穴が空いた。

　穴の向こうにあったのは、この世界の空ではなかった。まさしく異世界の空。青い、しかしこの世界の誰も見たことのない色の空だった。
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「なんじゃ、ありゃ！」

　かじかたちは上空からその回転する雲を見ていた。

　そこの中央に広がる異世界を見ていた。

「異世界！　まさか！」

　ひばりは叫ぶ。

「そ、そうかぁー、そう来たかぁー」

　かじかは感心したような声をあげる。

「ほんとになんでもアリねー」

「と、ともかく、巻き込まれてはまずい。落ち着け、平常心！　ピラミッドの上に降ろせるかい？」

　かじかはジョージに聞く。ジョージはうなずいた。

　そして指示通りピラミッドにヘリを降下させていく。

　ローターの巻き起こす風が髪かみを激しく揺ゆらす中、かじかはヘリの側面から身を乗り出して下に向かって叫んだ。

「さよりちゃーん！」

　しかし、さよりは顔をあげない。顔をあげたのはすみれだった。

「来たっすねー」

　気楽な声である。

「来たも何も、来たさ！　さよりちゃんを返してもらう！」

　かじかはヘリを飛び降りた。すたっ、とピラミッドてっぺんのステージに着地する。

「ああ、もう……！」

　続いてひばりも飛び降りた。

　ステージの上には四人の少女。そして十字架にかけられた少年が一人。

「貴様、何をやってる！　これは何だ？」

　かじかはすみれに叫んだ。

「すべてを説明するのはめんどいっすけどぉ。みんなが見てる前で、あたしだけ異世界に逃にげようと思いまして」

　くくく……とすみれは笑う。

「何人かは助けてあげてもいいんすけど、ともかく、世界が滅ほろびるところを一人だけ逃げてくのがいいんすよ」

「てめぇ……この不ふ愉ゆ快かいなド凡ぼん人じんが！　いや、凡人じゃねぇな！　勝手に暗い情熱たぎらせやがって！　そんなことにさよりちゃんを巻き込むな！」

「なんでもいいっす。終わりは避さけられないんで、よろ」

「ひ、ひぃいいい！　助けて！」

　いきなり正気に戻もどったあざみが泣なき叫ぶ。

「そうか、一度に使える能力はひとつ……」

　ひばりはつぶやいた。これは、すみれが今は不死の能力に自分のそれを切り替かえたと言うことだろう。

「むぅ……それがわかったとて、こちらとしては、どうすることもできんな……」

　かじかはうめいた。

　このままにらみ合いを続けても仕方がない。

「ちょ、やばいわよ……！」

　ひばりがピラミッドの下を見てあわてた。群衆がピラミッドの階段を登りはじめていた。

「しまった！　私たちレジスタンスだもんなぁ……」

「すみれの力にコントロールされてなくても、この状じよう況きようじゃあたしたち理り不ふ尽じんに恨うらまれてるわよねぇ……」

　かじかとひばりも、さすがにもうダメか、と顔中から汗あせを流す。

　自分たちを運んできたジョージのヘリに目をやるが、迫せまってくる異世界の雲を避けてかなり遠くまで行ってしまっている。異常に気づいて再び戻ってきてくれてはいるが、群衆の登ってくる速度に間に合いそうにはない。

「ダ、ダメか……！」

　そうかじかが目を閉じかけた時……。

「あきらめてはいけませんわ！」

　声が響ひびいてきた。そして、群衆が押おし寄よせてきたのと反対側から数多くの足音が聞こえてくる。ピラミッドの裏側、就任式のスタッフが出入りしていた裏の階段からだ。

「な、何？」

　かじかたちが戸と惑まどっていると、そこから何人もの男たちが飛び出してくる。誰も彼もが絵に描かいたようなオタクだ。

「コミケ復活を願う会です！」

「高たか沢ざわすずみ会長の下、救きゆう援えんに来ました！」

　オタクたちは、ずだだだだ、とかじかの前を急ぎ通り過ぎ、ピラミッドを登ってくる群衆を押し返しはじめた。

　群衆の数もすさまじかったが、オタクたちは整然と裏階段を登り、秩ちつ序じよ立った動きでピラミッドの階段に人間の壁かべを作る。

「コミケで慣れてるんだ。屁へでもありません！」

「群衆を押し返すんだよ！」

「やってみる価値はありますぜ！」

　さすがのかじかも呆ぼう然ぜんとする。そこに裏階段から、真打ち登場とばかりにもったいぶった仕草ですずみがやってきた。

「さよりちゃんを助けにきましたわよ。しばらくぶりですわね、部長」

「すずみ！」

「さぁ、とっとと片づけちゃってくださいませな」

「いや、それがそうもいかんのだ……。詳くわしい説明は省くが、すみれがその気にならんと、我々の力も戻らないし、さよりちゃんもどうにもならん」

「なら、まずはさよりちゃんを連れて逃げれば……って、人質になってますわねぇ……」

　すずみは声を沈しずませた。あざみはまだナイフを握にぎっていた。かなりおびえてはいるが、自分の身を守るためなら何をするかわからないということでもある。

「さよりちゃんさえ取り戻せれば、なんとかなるんだが……」

「にゅーん、取り返したよー」

「え？」

　かじかのすぐ横で寝ねぼけたような声が聞こえた。

　見ると、十じゆう字じ架かごとさよりをかついだ愛あい甲こうしいらが立っている。

「え？　どうやったの？」

「歩いてきた」

　しいらはあざみが居る方向を指さした。どうやら、群衆に交じってそちらから歩いてきたということらしい。

「どうやったんだ……？」

　その場の全員が首をひねったが、その理由がわかるはずもなかった。

「と、ともかく、一時撤てつ退たい。態勢を立て直し……」

「そうはいかんでしょ！」

　かじかの言葉をさえぎってすみれが右手をひらめかせた。何かを前方に向かって投げたのだ。

「う！」

　かじかは身を固くする。

　が、何も起こらない。すみれの投げたものはただの百円玉だったからだ。

「なんだ。百円じゃないか」

　ところが、転がった百円玉は、一歩踏ふみ出そうとしていたしいらの足の下に見事に入り込む。

「にゅーん」

　しいらはバランスを崩くずして後ろに倒たおれる。

　当然、せおっていたさよりも後方へ。

「あ！」

　すみれが先読みの力を使ったのだ。そして素早くあざみの手からナイフを奪うばうと、倒れたさよりに駆かけ寄よってそののど元に突つきつける。

「形勢逆転っす……さて、そこで見ていてくださいな。生いけ贄にえをささげれば、異世界への門が開くっすよー」

「や、やめろ……！」

　かじかはすみれに駆け寄ろうとする。しかし、すみれはナイフを振ふり上げる。

　その時……！

「やめるでしゅ……！」

　国立競技場跡あとを埋うめ尽つくす群衆の上を、緑色の絨じゆう毯たんが移動していた。その絨毯は段々と接近してくる。その詳しよう細さいが見える距きよ離りまで来て、一同はそれが何であるかを知った。

　カエルであった。

　大量のカエルが、荘そうめだかを持ち上げて移動しているのである。

　群衆の頭を踏みつけて、不気味な円えん筒とう形のカエルがめだかを運んでいた。

「な、何……その生物……」

　かじかが聞くと、やってきためだかは、ぽんと飛び降りて言った。

「カエルでしゅ！」

「あ……あ、そう……って、ともかく！」

　かじかはすみれに向き直った。

「観念しろ、すみれ！　これで水泳部が全員揃そろった！」

「いや、一人いませんわよ」

「え？　いちにいさん……五人いるぞ」

「あたしは違ちがう！」

「カカカ！　細かいことは気にするな！　ともかく、我ら戦せん闘とう型水泳部はこれにて完成型と相成った！　こうなったからにはただではすまんぞ！」

　カカカカカカ！　とかじかは高笑い。

　それを見ていたすみれは、最初は何事か、と戸と惑まどっていたようだったが〝ただではすまん〟とかじかが言っているのに何も起きないことに気づいたのか、改めてよっこらしょ、とナイフを振り上げる。

「うわぁああ！　さよりちゃんが！」

「わかっているでしゅ！」

　と、めだかは、びしっ、とすみれを指さした。

「インターゾーンの門は生け贄の力で開いてはいけないのでしゅ！　そんなことをすればインターゾーンも滅ほろんでしまうでしゅよ！」

「いーじゃん、別に」

　すでにすべてのことをあきらめたのか、すみれは面めん倒どうそうに言った。

　が、異世界のことを知っているめだかに興味があるのか、ナイフの動きを止める。

「あんた、何者？」

「魔ま法ほう世界インターゾーンのお姫ひめ様さまでしゅ！」

　めだかが断言した。

「え？」

「嘘うそ？」

「ってことは？」

「あれって」

「ホントなの？」

　水泳部の面々は声をつなげて一文を作るほどに驚おどろいていた。

　常々魔法世界のお姫様だと言っていためだかである。もちろん嘘だと思っていたが、あからさまに上空に異世界がある状態では信じざるを得ない。

「ホントでしゅ。何度も言ってるでしゅ！」

　めだかはスティックを取り出して振り回す。

「じゃ、じゃあ、魔法でなんとかしてくれ！」

「ダメでしゅ！　この世界の者の目の前で魔法を使うとスティックが石になってしまい、二度と魔法が使えなくなるでしゅ！」

「おめぇ、そんなこったから信用されないんだよ！」

「うわぁああん、嘘じゃないでしゅ！」

「魔法使いだってばらして問題ないってのはなんでだよ！」

「魔法を使ってはいないからでしゅよ！」

「魔女っ子もののお約束と違うだろ！」

「あれは漫まん画がでしゅ！」

「こちとらラノベだよ！　漫画より下げ劣れつなんだよ！　お約束くらい守れよ！」

「知らないでしゅよ！」

　言い争うかじかとめだかである。

　が、そんな言い争いとは無関係に事態は動く。

　そこに襲おそってくる再びの地じ震しん。

「ぐ、群衆が抑えられません！」

　オタクたちから声が上がる。

「どっちにしろ面白くないんすねー、いんたーぞーんとかも」

　つまらなそうに言うすみれ。

　そして、ナイフを振ふり下ろそうと……。

　したその瞬しゆん間かん、めだかの脳裏に過去の思い出が次々と浮うかぶ。

　みんなで行った修学旅行。

　みんなで行った千葉滋し賀が佐さ賀が。

　あとは……さして思い出はない。

「い、いや、それでいいはずがないでしゅ！　先生にはお世話になりました！」

　もう戻もどれなくなるのだが、それでもいい、とその瞬間、思った。

「アモキサン・ノリトレン・トリプタノール……魔法の力よ、希望の力よ……」

　光の粒りゆう子しとなった呪じゆ文もんの力がステッキに集まりはじめる。

　めだかは優ゆう雅がなダンスのような仕草で回転し、光の粒子をまとう。

　そして、回転を止めるや、ステッキをすみれに向かって突つき出した。

「……夢の力よ、彼女を適当になんとかして！　イミドールパワーでテトラミドー！」

　光がすみれを包んだ。

　ナイフを振り下ろそうとしていたすみれは、その手を止めた。

「あ、あたしはなんて取り返しのつかないことを……」

　すみれは泣き出した。

「あ……あっさりと改心しやがった！」

　かじかを含ふくめ、水泳部は全員あごをだらんと下に落とした。

「ま、魔法だもんなぁ……」

「そんなオチですの？　めちゃくちゃ苦労してこんなんですの？」

「ひ、ひどくない？　ひどくない？」

「にゅーん」

　しかし……。

「お、力が戻ってきた感覚が！」

　かじかが自分の手を見る。手を見ても何が書いてあるわけでもないが、力が入っているような気がする。

「い、行ける！　これは行けるぞ！」

　かじかはあざみが使っていた壇だん上じようのマイクを奪うばい取る。

「お前ら！　静まれ！」

　叫さけんだ。

　その声が国立競技場跡あとの中に響ひびき渡わたった。

　その瞬間、群衆はぴたり、と動きを止めた。

「カカカ！　完全復活！」

　かじかは高笑いを空に放った。

　しかし、事態は終わってはいなかった。

「あ、あ……」

　それまでおびえているだけだったあざみが改めておびえた声を出した。スクリーンを指さしている。そこに映っていたのは、今にも各地を襲おうとする巨きよ大だい津つ波なみだった。

「ぎゃー！　なんじゃーこりゃー！」

「に、日本沈ちん没ぼつですわ！」

「け、結局、誰も助からないのね！」

　一同は背後から聞こえてくる地震とはまたひと味違ちがう地鳴りのような音に振り返る。

　数十メートルはあろうかという津つ波なみが作り出す水の壁かべが遠くに見えている。

「こ、ここから見える津波かよ！」

「た、大変！　さ、さよりちゃんを起こして！」

　ひばりとかじかは、さよりの身体を揺ゆり動かしはじめた。

「う、うーん……」

　さよりは目を覚ます。

「さ、さよりちゃん！　大変！　津波が……！」

　起きたさよりは、津波を一いち瞥べつした。そして、ひとつうなずく。

「あー、大だい丈じよう夫ぶ。こんなこともあろうかと……」

　さよりはポケットに手を入れた。そして、そこから取り出したスイッチを押おす。




○




　その時、宇宙空間から地球を見たなら、小さな異変が起こったことに気づいたはずだ。

　日本列島を襲おそう津波……ではなく、日本列島を覆おおう透とう明めいなドームが出現したことに。

　そして、そのドームごと日本列島が海に沈しずみはじめたことに。

　かくして、日本列島は沈没し、その空いた空間に海水が一気に流れ込みはじめた。




○




「それじゃ、授業はじめるぞー」

　さよりは言った。

『聖バロウズ学園』３Ａの教室。

「カカカ！　まさかまた学生ができるとは思ってなかった！」

「全員留年と考えると、いっそすがすがしいですわよねぇ」

「あたし、転校してきて数日しか通わなかったなぁ」

「うう……スティックが石に……」

「にゅーん」

「騒さわぐなー、こらー」

　さよりは教きよう壇だんを教科書で叩たたいて注意した。

　それでもざわめきが収まらないので、ため息をついて外を見る。

　空が青い。

　青すぎる。

　というか、海だ。

「いやぁ、こんなこともあろうかと日本列島を潜せん水すい艦かんに改造しておいてよかったなぁ」

「ってか、さよりちゃん、そんなオチでいいわけ？」

「知るか」

「だって、これって私とさよりちゃんのラブコメだろ？　私がさよりちゃんを追いかけて、〝一生かけて好きと言わせてみせるぞ、カカカ！〟〝いまわの際に言ってやる〟でラストなんじゃねーの？」

「だから知るか！」

「えー？　そんなラストなら、こういうのがいいな！　実はここは精神病院で、みんなで箱庭療りよう法ほうをやってて……」

「なんでそんな最終回を希望してるんだよ！」

「わたしはダルシムになりたい……」

「え？」

「最終回でダルシムになるの……」

「…………」

「ダルシム……」




○




　その頃ころ、世紀の大犯罪者になっていた、あざみとすみれの二人はどうしていたかというと、どさくさに紛まぎれて逃とう亡ぼう、全国を放ほう浪ろうしていたのである。

「ふふふ……いつか復ふく讐しゆうしてやる……」







[image: ]







　あれだけの失敗をしておきながら、まだ復讐を誓ちかうという、まさに矮わい小しようという言葉を体現したかのようなすさまじい人間の小ささである。

「すごいっすね。全然すごいっすよ」

　すみれは素直に感動している。こちらも才能がないとすさまじい凡ぼん庸ようさだ。

「そうだ。こんなのはどう？　もう一度、インターゾーンの扉とびらを開く天才を捜さがして、そいつで異世界から大ムカデを呼び出して……！」

「すごいっすね。全然すごいっすよ」

　そして、二人は放浪を続けるのだった。その行方は誰も知らない。




○




　ところで忘れていることがひとつあるような気がする。

　そう。主要登場人物が交通事故の後に姿を消している。

　そんなわけで初はつ芝しばこちの所在について書いておこう。

　無む縁えん仏ぼとけの墓の下で復活した彼女は、必死に穴を掘ほり続けた。

　出てくるのは来年の春くらいになるだろう。

　しかし、事前に気づく人は気づくもので、ある有名なタレントが無縁仏の墓から音がすることに気づいたという。





「いやー、このあいだね。テレビの取材でお寺に行ったんだ。えぇ、怪かい奇き特集の収録ですよ。夏だったもんでね。

　そのとき、うちの事務所にいる若い奴やつが……まあＡくんとしておきましょうか。マネージャーとして来てたんだけど、このＡくんがねぇ、『Ｉさん、このお寺、ちょっと変じゃないッスか？』ってアタシに言うんだ。

『うん。ちょっと気持ち悪いね』って答えたんだけど、収録だから仕方ないし、そういう方が気分が出るってんで、帰るわけにいかないしね。有名な霊れい能のう者しやの人が来てるから大だい丈じよう夫ぶだ、って言って。

　でも、庭にあるおおーきなお墓を見たらね。それが何か変なんだ。何かわからないんだけれども変なんだ。無縁仏ですよ。大きい墓石に無縁仏とだけ書かれてる。

　なんだろうなんだろうなんだろうと思って、よーーーーーーく見てると。

　気づいちゃった。

　音がしてるんだ。ちーーーーさい音なんだけど、カリカリーカリカリーって。

　これはもう誰かに報せなきゃいけない。こっそり霊能者の先生を呼んでこないと。って思うんだけど、足が動かない。座ったまんまですよ。ぴしーーーーーーーっと金かな縛しばりにあっちゃった。

『あああーーー見ちゃいけない見ちゃいけない見ちゃいけない。ここに葬ほうむられてる死者が出てこようとしてるんだ。見ちゃいけない、見たら絶対に怖こわいものを見る』って思うんだけど、もう顔が墓石に固定されていて、目をつぶることもできないんだ。

　そうしたら、ぼこぉ！　って墓石の前の地面から手が出てきたんだ。

『うわぁーーーーーーー！』

　って叫さけぼうとするんだけど叫べない。そうしたら、女が出てきたんだ。穴から。それで顔をこう目まで穴の外に出してね。冷やかな眼まな差ざしでもって、じい～～～～っとこっちを見てるんだ……。

　それでも不思議なもので、あんまり怖くなかったんで、その顔を冷静に見てみると……。

　気づいちゃった。

　この話、オチがないって！

　それに気づいた瞬しゆん間かん、アタシは瞬間、意識がスゥ～ッと……」







■せんすいかん　第一部　稲○淳二編　完









あとがき







「人前でキ○タマが掻かける大人になりたい」

　誰が言ったか忘れましたが、そんな目標を持った若者がいたそうですよ。

　ところが、成長した後にその人が確認したことは「ダメだ！　間違っていた！　だってモテない！」ってなことでございました。

　そりゃそうだ。

　人前でキンタマが掻ける。なんと豪快なことでしょう。人は豪快さにあこがれるものです。ですが、そのあこがれには女性視点が入っていないのです。

　そして、今、俺はそのことに気づいたばかりです。

　そう、俺も同じあやまちをおかしていたのです。

「あとがきでキ○タマと書ける作家になりたい」

　そんな目標を抱いてこれまでやってきましたが…………。

「ダメだ！　間違っていた！　だってモテない！」

　だから、これからは心を入れ替えようと思います。

　女性にモテるあとがきを！

　というわけで、これから素敵なあとがきがはじまるよ！　女性読者の皆さんは期待して待っててね！

　さぁ、それじゃはじめるよ。

　まずは……。

　えっと、その前に少し指を慣らしておかないとね。なにしろあとがきのキーを打つには、指がスムーズに動かないといけないからね。

　あえいうえおあお……っと。

　さぁ、お待たせしました。

　それじゃはじめますよ！

　あのね……。

　おっと、いけない。あとがきの前の儀式を忘れていた。作家というのは、書く前に集中するために、一定の仕草を行うことを習慣にしている人が多いんだ。俺の場合は、キ○タマのしわを伸ばしたり縮めたりすることだね。

　あ……下品でごめんね。でも、やらないと書けないんだ。

　のばしたーり。

　ちぢめたーり。

　じゃあ、やりますよ！

　……。

　…………。

　……………………。

　ごめんなさい！

　無理です！

　綺麗なことを言おうとしても「綺麗なキ○タマ！」と言ってしまうような人間に育ってしまったんです！

　文句あんのか、こらぁ！

　どうせ最初から女は読んでいないんじゃあぁ！

　きー。

　んー。

　たー。
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




水城正太郎先生／あぼしまこ先生
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